


大村市体育文化センター

「シーハットおおむら」が
オープンしました。

県内最大規模の体育館などを備えた複合施設、

大村市体育文化センター (シーハットおおむら)

の落成式が7月28日に行われました。このセ

ンターは、スポーツ棟と教養文化棟からなリ、

メインアリ ーナ、サブアリ ーナ、コミュ二テ

ィセンタ一、文化ホール、ガレリアを備えて

います。式典では、市長が、 「未来に伸びゆ

く県央地区のスポーツ、文化、教養の中核施

設として、また、市民のふれあいと交流の場

となり生涯学習の拠点として、喜らしの中に

喜びと潤いを与える集いの場、憩いの場とな

るよう活用して21世紀を創造する市民の殿堂

に育ててもらいたいjとあいさつ。式典後、

オープンを祝って郷土芸能などが披露されま

した。また、 25日には、一般開放され、多く

の市民でにぎわいました。

、，、.
こ
か
ら
、

何
か
が
は
じ
ま
る
予
感
。

愛称、シーハッ トの名付親、岩本森巳さんへ
感謝状が贈られました。

ガレリアでの“朝市"

テープカ ットをする市長ら・ 7/28

竹生島流棒術

ー .・‘さくらホールでの“コーラス"

もこ;高品デ、ー
コミセンでの“茶会"
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投票日 9月27日E
午前7時~午後8時

任期満了による大村市長選挙と大村市議会議員補欠選挙 (現在のところ選

挙すべき議員数 1人)が9月27日(日)に行われる予定となっています。私たち

にとって今後の市政を任せる人を選ぶ最も身近な選挙です。

有権者一人ひとりがルールを守って、棄権することなく 、もれなく投票し

ましょう O

投票できる人

年齢要件 昭和53年 9月28日までに生ま

れた人(その日が誕生日の人も含みます)

住所要件 平成10年 6月19日までに大村

市に転入の届け出をし、 9月19日現在引

き続き大村市内に居住している人(投票

日前日までに市外へ転出される人は投票

できません)

不在者投票を活用しましょう

投票日に次のような理由で投票所で投

票することができない人は、不在者投票

を活用してください。

①仕事などに従事する予定

②レジャ ーなどで投票区の区域外にいる

予定

③出産や病気などで歩行困難

不在者投票の場所

大村市選挙管理委員会(市役所別館 l階)

期間および時間

9月20日(日)-26日出、 午前8時30分一午

後8時

※印かんは不要

指定病院や老人ホームでの不在者
投苗

市内の次の病院や施設に入院(所)し

ている方は、病院(施設)で不在者投票

ができます。希望する方は早めに病院

立候補予定者等説明会
場所市役所第 7会議室

大村市長選挙… 9月 1日(刈、 午後 1時30分

(施設)へ申し出てください。

病院…国立長崎中央病院 ・大村市立病

院・県立大村病院 ・大村共立病院・ 貞松

病院

老人ホーム…清和国-慈恵荘 ・泉の里・

宝樹苑・サンライフ・ベイサイド大村

その他…三彩の里・パールハイム

体の不自由な人は郵便投票のご利用を

身体障害者手帳または、戦傷病者手帳

を有し、体に重度の障害がある人は、郵

便で不在者投票ができ ます。ただし、自

分で文字が書ける人に限ります。

この郵便による不在者投票をする人

は、あ らかじめ選挙管理委員会から郵便

投票証明書の交付を受けてください。有

効期間が過ぎている人は、早めに交付手

続きをしてください。

なお、郵便による投票をする人は、 投

票用紙等の請求書に郵便投票証明書を添

付し、投票日の 4日前までに選挙管理委

員会へ請求してください。

郵便投票ができる人

①身体障害者手帳を有する、 両下肢 ・体

幹・移動機能障害の 1級もしくは 2級の

人。または、心臓・じん臓・呼吸器・ぼ

うこう・直腸・小腸障害の l級もしくは

3級の人

②戦傷病者手帳を有する 、両下肢・体幹

障害の特別項症から第 2項症の人。また

は、心臓 ・じん臓・呼吸器 ・ぼうこう ・

直腸 ・小腸障害の特別項症から第 3項症

の人

③そのほか、知事が書面で証明した人

船員の「選挙人名簿登録証明書j

を交付されている人ヘ

投票日当日 (不在者投票の際も)入場

券と一緒に必ず 「選挙人名簿登録証明書」

を持参してください。この証明書の提示

がない場合、投票することができ ません。

なお、紛失された場合は、早めに選挙管

理委員会に連絡してください。

開票

当日、午後9時1(}$子から
大村市体育文化センター

「メインアリーナ」

投票所の変更

[第6投票区]

市民体育館から前舟津公民館へ

[第13投票区]

古町公民館から中央幼稚園へ

大村市議会議員補欠選挙… 9月2日側、 午後 1時30分

.面回司 大村市選挙管理委員会事務局

853-4111 (内線340)
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災害時の避難の方策

災害等の緊急事態が発生した場合の避難場所

ぱ寸広報おおむらJの記事で理解できました。

しかしながら 、状況によ っては自主避難と誘

導避難の方法が考えられますが、この場合、災

害警戒本部の指示に従えばよいのでしょうか。

(
回
答
は
要
旨
)

大村駅地下道の整備

ι主自分の財産や安全は、第一義的には自分で守

-;5で ということが基本です。それから、自分の

住んでいる所のどこが危険であるかということ

は、自分が一番わかっている訳ですので、危険

を感じられた場合には、自主的かつ早めに避難

することを基本にしていただきたいと思います。

災害警戒本部を設置しますと、 行政側では農

林部、建設部が主体となり、また消防団の方に

もお願いして、順次危険箇所等を巡視します。

危険がある場合には、行政側から避難のお願い

をすることになりますので、その時は従ってい

ただきたいと思います。

また、被害がさらに拡大する ことが予測され

る場合は、緊急避難ということで避難勧告を市

長名で行い、避難をお願pするということにな

りますので、ご理解をお願いします。

村駅地下道のモルタル塗装をしてある天井から、雨天時に水

j育方頭やえり首に落ちてくるので、整備をお願いします。
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A，前から即あ っω ところですが 9年度山か年計

画で整備を進めており、まず照明設備の整備を実施しました。

水滴防止については、今年度20センチ程度路面を下げる

工事を実施して、来年度、天井をプラスチ ックで覆ってい

くようにしますので、そうすれば、水滴は落ちなくなると

思います。

全面改修となると、多額の経費がかかります。まず、

か年の計画で進めていきたいと思います。
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米の生産調整の対応と

水田営農

;生産調整をしでもあまりメリ ッ卜がなく 、転作率

昨約40%となって限界にきている。

とも補償等の拠出金や転作等の種子代等の支出と

補助金の差が大きいので、その分の補てんを市でど

うにかしてもらいたい。

また、転作の取り組みや転作作物の考え方につい

て、指導をお願いしたし ¥0

井主今年は、 64ヘクタール増の376ヘクタールの生産調

ー整め割り当てがあっており、全体で約40%の減反と

いう大変厳しいものとなっています。

特に、自家消費用として作っておられる農家の

方々も需給計画の対象で、協力をお願いしていかな

ければならない実情もあり、市としても目標が達成

できずに非常に困っている状況です。

そこで、 市としても補償制度のほかに、 100%達成

された方々に対しての奨励策について、現在各関係

機関を交えて検討しています。

転作作物につきましては、ぜひ何か進めていかな

ければなりませんが、県の指導も踏まえて、農協と

協議しながら有

効なものを考え

ていきたいと思

います。

暴走運転の禁止

最近、深夜に安眠を妨害する暴走行為が発

埜 していますが¥市民の快適な生活を脅かす、

これらの暴走行為は絶対に看過しではならな

い。市民一丸とな って根絶を願い、こ れらの

行為を廃絶しなければならないと思います。

そのために、警察と密なる連携を保ち、根

絶する対策を図っていただきたし ¥0

h走運転につきま川附こ市町

るところで多発しています。

昨年の11月に大村市、 交通安全協会、 PT

A連合会、その他市内の61機関や団体等と連

携して、市民総ぐるみによる 「飲酒 ・暴走運

転根絶大村市民総決起大会」を開催し、暴走

運転根絶の環境づくりに努力しています。

警察も力を入れており、毎週金曜、土曜日

の夜間に取り締まりを実施しています。現在、

暴走族のリ ーダー格 3名を逮捕し、 残り数名

についても逮捕予定と聞いています。

今夏の交通安全県民運動の重点項目として

も、飲酒・ 暴走運転の根絶を掲げており、鋭

意努力していきたいと思います。

農村総合整備事業大村北東部の促進
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村総合整備事業大村北東部の整備事業の概要について説明をお願いします。

A年度から整備はめていますが まず集落水辺環境整備 これは野酬の親水公園の整備となりますが

芝生広場 ・散策路 ・修景施設 ・せせらぎの水路 ・東屋 ・ト イレ・ベンチなどを整備し、野岳湖の水辺を活用し

ながら自然環境も保全していくという計画です。特に、子供たちが遊びを通じて、野岳湖周辺の自然を楽しみ

ながら学習ができる場にしたいと考えています。

また、集落緑化施設整備事業、これは重井田周辺を含めてということになりますが、芝生広場・散策路・植

栽等を計画しています。祭りやイベン ト、また、 いろんな方との交流といった多目的に利用できる農村空間を

造っていきます。

それから、コミュニティ施設の整備、これは多目的集会場の建設で、研修室 ・集会室等を整備して多目的に

利用できる 「いこいの広場」を計画しています。

ほかに、歩行者専用の遊歩道(人道橋)の設置、野岳ため池用水路の整備、 ほ場整備がありまして、これら

が主な事業です。

少しずつでも着実に進めていきたいと思いますが、出来上がりますと県下でも有数な自然を生かした観光地

域に生まれ変わるものと期待をしています。

( 
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防火水槽の現状とl必要性

防火水槽の中には、長年放置されたままとなって土砂、枯れ葉、木の枝、石こ

ろなどが堆積し、水量を十分に蓄積することができない状態となっているものが

あります。

防火水槽として必要性が高いものであれば、緊急時に備えての管理が必要であ

ると考えると同時に、低いものであれば¥子供たちにとっては危険性があるので、

取り壊すべきではないかと思います。

t-¥現在、消火栓の整備を進めている状況ですが、初期消火にはどうしても防火水

槽が必要となります。市内には219箇所に防火水槽を設置しており、必要な場合

には現在も(防火水槽の)設置を進めています。従来からある防火水槽はほとん

どが無蓋で、 219箇所のうち155箇所が無蓋となっています。

防火水槽の堆積物については、消防分団にお願いして、各分団で毎年 5箇所程

度を消防訓練時に併せて清掃してもらっていますが、子に負えない場合には、市

側で対策を講じているところです。

( 行き届かない面もありますが、放置をしているということではなく、できるだ

け早く無蓋の防火水槽を有蓋にするという考えで進めていきたいと思います。

通学費の助成

同じバス停で乗り降りする児童・生徒に対

子~通学費の助成が、ある者とない者がいる
が、このことについての市の見解をお願いし

ます。

A 
遠距離通学の児童や生徒に対するパス賃の

助成については、小学校 4キロ以上、中学校

6キロ以上という国の基準に沿っていました

が、平成 8年度に市においては、小学校 3キ

ロ以上、中学校 5キロ以上ということで実施

しています。

質問の内容については、現状の 3キロと 5

キロという数字が基本線となっている以上、

これを崩すことは考えられないところです

が、学校への事情聴取や対象者の把握に努め

て、来年度の予算編成の時期までには、はっ

きりした結論を見い出したいと思います。

山間部などへの
不法投棄について

数年前から缶類、生活用品、 トラック(乗用車)、

その他産業廃棄物等の不法投棄が見受けられ、モラ

ルの低下には憂えるばかりであるが、市当局におい

て、何らかの措置を講じてもらいたい。

!-¥不法投棄については、市民だけでなく、市外から

£二一部あると思いますが、現在、市では、監視パ ト

ロールの実施、月 2回の県保健所との合同巡回、年

1回の警察 ・保健所・市による合同巡回、夜間ノfト

ロールの実施、それから広報おおむらでの啓蒙を行

っています。

今後は、ノ川、ロール回数の増、時間帯を考えたパ

トロールの強化、看板設置の充実を検討していきた

いと思います。

また、市で回収できない投棄物については、業者

による委託を実施していきたいと考えています。

(不法投棄は)水質の汚濁の問題等につながりか

ねないので、投棄者が判明す

れば、警察への告発という法

的な手段もとっていきたいと

思いますので、情報がありま

したら随時報告をお願いしま

す。
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市マイクロパスの利用

[今まで市内の施設等を視察する際に、市のマイク口パスを

荷両させてもらっていたが、今年から利用できなくなったの

は何故ですか。

A九 有悶に肘叩ることにω…つ

福祉パスを購入して、子供たちが県外に大村市の代表として

スポーツ大会に参加する場合とか、老人会の人々が大村市の

代表として県大会に望むとか、身障者の人々がスポーツ大会

に参加する場合などに、それを活用してもらう考えでしたが、

これを実施することについては、運送業法に抵触するという

ことで、運輸省の方から 「待った」 がかかっています。

他の自治体でこのような用途で利用しているパスについて

は、(前に述べた理由で)指導が行われており、市としても

これ以上進めることができなかったという経過があります。

市民のためになることだからとも考えますが、有料の運送

業者の育成のため、規制がかかっているということですので、

ご理解をいただきたいと思います。

琴平スカイパークの
整備計画

Q琴平スカイパークのーについ
、概略の説明をお願いします。

~平成10年度からの 3 か年事業で、 10

- 午度は測量調査と実施設計を行います。

工事は、来年度から入りたいと思いま

す。基本的には、ハイテクパークも含

めて全体を公固化する考え方となり、

だれからも好まれる公園にしようと思

います。

遊具等の整備、 トイレの水洗化、参

道の整備、桜の植樹を行い、できる限

り自然を残せるように、現在実施設計

中です。

~〆

市庁禽の移転
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F役所横lこ「シーハ y トおおむらJが完成しましたが、交通量がどうしても心配になります。できましたら、

市庁舎を旧市立病院跡地に移転していただくよう 、ぜひご検討をお願し1します。

ん 庁舎の移転中建設費はどう付ると附近くかかるのが現状です。金叩入れを行うに川

限度額がありますので、残りは自前でということになります。そこで、年に 3億ずつ積み立てていくことにし

ています。

場所の問題については、 旧市立病院跡地は有力なご意見としてありますが、これは長い時間をかけて多くの

市民の方々のご意見を集約して決定していくことになります。

交通渋滞については、昨年委員会をつくっておりまして、いろいろな対策を講じるようにしています。現在、

幸町からパチンコ屈の横を通って国道に出る場合、右折や左折をしなくてもまっすぐ片町に抜けられるよう、

工事を進めるようにしています。

また、カーサのところからもまっすぐに行けるよう、先々の考え方としてあります。

さらに、補助グランドのところの国道との交差点改良、玖島交番前の交差点改良を進めるようにしています。
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長
崎
街
道
(
小
倉
i
長
崎
間
町
里
、
約
2
2
0凶
)

は
、
徳
川
幕
府
の
鎖
国
体
制
下
、
海
外
か
ら
の
人
物
・

知
識
・
文
化
が
流
入
す
る
貴
重
な
"
文
明
ロ

l
ド
“
で

し
た
。

ま
た
、

全
国
的
な
古
道
再
発
見
ブ
l
ム
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
鈴
田
i
破
龍
井
聞
が
往
時
の
様
子
を
残
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
8
年
度
に
文
化
庁

「
歴
史
の
道

百
選
」
に
選
定
を
受
け
、
市
外

・
県
外
の
愛
好
者
か
ら

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
長
崎
街
道
を
地
域
活
性
化

の

一
つ
の
手
法
と
し
て
、
大
村
な
ら
で
は
の
個
性
あ
る

ま
ち

m

つ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
市
と
歴
史
・
商

業
・
物
産

・
観
光
な
ど
、
ま
ち

m

つ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

る
団
体
と
で
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
「
大
村
市
長
崎
街

道
振
興
事
業
推
進
実
行
委
員
会
」
(
川
添
勝
征
委
員
長
)

を
7
月
辺
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
と
し
て
①
大
村
宿
、
松
原
宿
を
活
か
し
た

商
庖
街
の
活
性
化
②
歴
史
、
文
化
資
源
の
掘
り
起
こ
し

③
長
崎
街
道
を
活
か

し
た
観
光
資
源
の
発

F

掘
④
長
崎
街
道
ブ
ラ

『

ン
ド
商
品
の
開
発
、

ー

販
路
拡
大
支
援
⑤
長

孟

崎
街
道
を
活
か
し
た

十
4

交
流
・
地
域
連
携
な

↑
ど
、
長
崎
街
道
を
活

)

用
し
た
地
域
振
興
に

積
極
的
に
取
り
組
ん

島

で
い
く
こ
と
を
決
め

圃

ま
し
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
・
簡
易
水
道
・
市
立
病
院

・
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資
で
整
備

皆
さ
ん
が
納
め
た
国
民

年
金
と
厚
生
年
金
の
保
険

料
は
、
積
み
立
て
ら
れ
、

住
民
生
活
の
安
定
向
上
に

直
接
役
立
つ
、
事
業
資
金

に
あ
て
る
よ
う
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
で
も
こ
の

融
資
を
受
け
て
、
い
ろ
い

ろ
な
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
9
年
度
の
事
業
で

資
金
の
一
部
に
融
資
を
受

け
た
も
の

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
・
:
ご
み
処
理
施
設
整
備

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
東
部
大
村
地
区
簡
易
水
道
事
業
お
よ

び
南
川
内
地
区
飲
料
水
供
給
施
設

市
立
病
院
事
業
:・
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
医

療
機
器
お
機
種
購
入

融
資
額

総
額
4
億
7
、
4
0
0
万
円

南川内地区飲料水供給施設

暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す

・
郵
便
局
の
簡
保
資
金

郵
便
局
の

「
簡
易
保
険
積
立
金
」

は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
利
益
の
た
め
、
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体

に
融
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
、
有
利
か
つ
公
共
の

利
益
に
な
る
よ
う
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
市
に
お
い
て

も
、
毎
年
い
ろ
い
ろ

な
事
業
に
対
し
融
資

を
受
け
て
お
り
、
簡

保
資
金
は
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

平
成
9
年
度
の
事

業
で
資
金
の

一
部
に

融
資
を
受
け
た
も
の

道
路
整
備
:
・
久
原
梶
ノ
尾
線
、
久
原
線

公
園
整
備
:
・
赤
佐
古
公
園
、
久
原
公
園

公
共
下
水
道
事
業

融
資
額
・
:
総
額
日
億
1
、
3
5
0
万
円

~8 ~ 

赤佐古公園

-
大
村
市
消
防
団

夏
季
特
別
教
養
訓
練

大
村
市
消
防
団
の
夏
季
特
別
教
養
訓
練
が
7
月
お
日
、

大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
任
団
員
の
消
防
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
と
技
術
の
習
得
、
ま
た
、

司

幹
部
団
員
の
指
揮
能
力
の
向

摺

上
を
図
る
た
め
、
毎
年
実
施

泊

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

E

当
日
は
、
緊
急
自
動
車
の

走
行
要
領
、
消
防
の
組
織
な

γ

ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、

日

そ
の
後
各
個
訓
練
、
分
列
行

進
な
ど
の
実
技
訓
練
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。



-
暴
力
団
被
害
電
話
相
談

暴
力
団
が
関
係
す
る
事
案
で
、
対
応
に
お
困
り
の
人

の
た
め
に
、
電
話
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

専
門
の
弁
護
士
や
係
員
が
皆
さ
ん
の
立
場
に
た
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
左
記
の
い
ず
れ
か
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
辺
日

ω

相
談
電
話
設
置
場
所

側
長
崎
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

(
8
0
9
51
8
2
5
0
8
9
3
)
 

長
崎
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策
課

(
8
0
9
5
8
2
2
0
0
0
7
)
 

大
村
警
察
署
刑
事
課
暴
力
犯
係

(包
⑬
0
3
4
4
)

午
前
9
時
j
午
後
5
時

-
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
少
年
の
非
行
・
交
通
事
故

防
止
運
動
」
を
開
催

7
月
四
日
制
市
民
会
館
に
お
い
て
、
少
年
の
非
行
・

交
通
事
故
防
止
「
市
民
総
決
起
大
会
」
な
ら
び
に
中

学
・
高
校
生
大
村
区
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
総
決
起
大
会
で
は
、
保
護
者
の
代
表
に
よ
る
少

年
の
非
行
防
止
・
自
転
車
安
全
運
転
へ
の
決
意
表
明
や

市
内
各
中
学
校
・
高
校
生
の
代
表
に
よ
る

「非
行
防
止

宣
三
巴

「自
転
車
安
全
運
転
宣
言
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

弁
論
大
会
に
お
い
て
は
、
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全

育
成
、
い
じ
め
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
発
表
が
あ
り
、
多
く
の
視
聴
者
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。-

交
通
事
故
無
料
相
談

相
談
日

毎
週
月
曜
日
j
金
曜
日
(
祝
祭
日
を
除
く
)

時
間

午
前
9
時
初
分
j
正
午
、

午
後
1
時
1
4時

ω分

弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
曜
日
(
祝
祭
日
を
除
く
)

午
後
1
時
1
4時

※
た
だ
し
、
弁
護
士
相
談
日
に
つ
い
て
は
予
約
制

相
談
会
場

長
崎
市
万
才
町
7
1
1
住
友
生
命
長
崎
ビ

ル
日
階

間
日
本
損
害
保
険
協
会
、
長
崎
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
(
8
0
9
5
1
8
2
4
1
2
5
7
1
)

-
市
内
に
変
質
者

多
数
出
没

要
注
意

市
内
で
児
童

・
女
子
生
徒
を
狙
っ

τ声
を
か
け
、
そ

の
ま
ま
車
に
連
れ
込
む
事
件
や
、
陰
部
を
露
出
す
る
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

通
り
す
が
り
の
知
ら
な
い
人
に
変
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
り
、
車
に
乗
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た
ら

-
近
く
に
い
る
人
に
大
き
な
芦
で
知
ら
せ
る

.
近
く
の
家
や
屈
に
逃
げ
る

-
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
て
お
く

こ
の

3
つ
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

• 乾

自号
主町
駒内
}l# A 
，、z3;

組
織
結
成

西
大
村
小
学
校
に
お
い
て
、
乾
馬
場
町
内
会
、
消
防

団
、
消
防
署
お
よ
び
市
の
合
同
で
、
市
内
で

7
番
目
と

な
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
式
な
ら
び
に
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
消
火
器
を
使
用
し
て
の
初
期
消
火
訓
練
や

地
元
消
防
団
第
7
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
結
成
式
で
は
、
防
災
用
品
な
ど
を
購
入
す
る

た
め
の
結
成
助
成
金
が
市
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

8/2 西大村小学校運動場にて
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市職員の給与を公表します

本市には、平成10年 4月1日現在で、1，007人の

職員が在職していますが、これには病院事業293人、

競艇事業36人など特殊な事業に勤務する職員 もす

べて含 まれていますので、同規模の都市に比べて

職員数が多くなっています。

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、
通

勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
学

歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、
条
例

で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行
政
職
、
教

育
職
、
医
療
職
ハ円
、
口
、
日
の
5
種
類

が
あ
り
ま
す
)
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

大
別
し
て
定
期
昇
給
と
給
与
改
定
が
あ

り
ま
す
。
定
期
昇
給
は
、

1
年
間
良
好

な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き

1
号
給
上
位

へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
c

ま
た
、
給
与
改
定
は
、
給
与
の
専
門

的
機
関
で
あ
る
人
事
院
が
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比
を
し
て
、

差
が
あ
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
人
事
院

勧
告
を
尊
重
し
て
実
施
さ
れ
る
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
給
料
の
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

費

一

件

一分

人
一

)
一区 人件費率 (B/A)

% 

人件費 (B)

千円

5，410，312 

歳出額 (A)

千円

39，551，546 

(普通会計決算)

住民基本台帳人口

平成10年 3月31日現在

82，463人

表(1)

財政的な面から職員の給与等を見
たもので、平成 9年度決算での普通
会計において人件費が歳出に占める
割合を示したものです。人件費には
特別職の報酬や共済組合の事業主負
担金なども含まれています。

13.7 平成 9年度

表 (2)

平成10年度予算から見た職員一人
あたりに要する経費をみたものです。

分区

区 分
一 般行政職

初任給 採用2年経過日給料月額

円 円

大学卒 173，000 187，000 

円 円

高校卒 140，700 150，500 

平成10年度

(3) 平均給料月額および平均年齢 (4)初任給 (平成10年4月1日現在)

(平成10年4月1日現在)

行政職

平均年齢

342，600 
歳

40.5 
円

一 般

平均給料月額

表(3)(4) 

一般行政職の平均給料と初任給の
状況を示したものです。 (一般行政
職とは、 一般事務職、建築や土木な
どの技術職、保母などをいいます)

円

208，300 
円

経験年数20年

382，000 

318，200 

(5)経 験 年数別・学歴別平均給料月額 (平成10年4月1日現在)

区 分 | 経験年数10年 | 経験年数15年

円

円
318，200 

265，000 

円

円

265，000 

表 (5)

職員が、学校卒業後すぐに採用さ
れた場合の経験年数別の給料月額を
示したものです。

表 (6)
一般行政職の職員を給料表上の級

別に見た ものです。級別区分は、部
長は 8級、課長は 8-7級、課長補
佐は 6級、 係長は6-5級、主査は
6-4級、 吏員は 3-2級、 事務員 ・
技術員は 2-1級となっています。

(7)職員手当の状況
期末 ・勤勉手当 J13 職 手 当

( 9年度支給割合) (支給率)

期末手当 勤勉手当 自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 0.6月分 勤続20年 21月分 28.875月分
12月期 1.9月分 0.6月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
3月期 0.55月分
計 4.05月分 1.2月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

職務上の段階、職務の 最高限度額 60月分 62.7月分
級等による加算措置 有

表(7)

期末勤勉手当は、 一般にボー ナス
と言われているも ので、給料月額に
同表の支給割合を乗じた額が支給さ
れます。

退職手当は、退職時の給料月額に
一定の支給率を乗じた額が支給され
ます。支給率は勤続年数と退職の事
由によって異なりますが、ここには
その一部を掲げています。

[注]表 (3)、(4)、(5)、(6)は平成10年の給与実態調査により掲げています。
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表(8)
市長など三役の給料および市議会

議員の報酬を示したものです。この
報酬などは、市内の各種団体の代表
者で構成された、 特別職報酬等審議
会の答申に基づいて、市議会で決定
され、平成 9年 1月1日に改定され
たものです。



(9)定員の状況

部門別職員数の状況

区 分 職 員 数

部 門 平成9年平成10年

議 ィz5z、 9 9 
総務企画 125 127 

税民
務 36 36 

高生
生 103 100 

衛 生 68 66 

行 労 働 O O 
農林水産 41 41 

政 商 工 21 17 
土 木 49 49 

計 452 445 

政行特別
教 育 116 114 

計 116 114 

対前年
増減数

O 
+ 2 

O 
ム 3
ム 2

O 
O 

ム 4
O 

ム 7

ム 2

ム 2

主な増減理由

土地水政策係の新設による増員

保母の減員
業務委託による減員

事業終了および委託による減員

調理員の減員

表 (9)

職員を部門別に分類し、昨年との人員の増減を示し
たものです。

[注] 表 (9) は平成10年の定員管理調査により掲げて
いますが、合計職員数には定員管理調査上計上され
る教育長(1人)を含んでいます。
職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務

員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
臨時又は非常勤職員を除いています。

普通会計計 568 559 ム 9

公嘗メ業費-z uヘr t 

l口入

病 院 301 293 ム 8 看護婦欠員不補充

水 道 56 56 O 
下水 道 46 46 O 
その 他 52 54 + 2 工業用水道事業の充実による増員

11 

計 455 449 ム 6

計 1，023 1，008 ム15

市職員採 用試験
試験職種 戸JιZ 験 資 格

fr 政
大学卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和52年 4月 1日まで
に生まれた人

一般事務
品等学校卒業程度の学力を有し、昭和52年 4月2日から昭和56年 4月 1日
までに生まれた人

土 木
大学卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和52年 4月 1日まで
に生まれた人

初級土木
高等学校卒業程度の学力を有し、昭和52年 4月 2日から昭和56年 4月 1日
までに生まれた人

化 手品拍 大学卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和52年 4月 1日まで
に生まれた人

保健婦(士)
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の保健婦(士)免許を有する人(平成
11年 2月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)
で昭和46年 4月2日以降に生まれた人

看護婦(士)
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成
11年 2月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)
で昭和48年 4月2日以降に生まれた人

診療放射線技師
診療放射線技師法による厚生胤の診援放射線技師免許を有する人(干成
11年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)
で昭和49年 4月 2日以降に生まれた人

臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律による厚生大臣の臨床検査技

臨床検査技師 師免許を有する人(平成11年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免
許取得見込みの人を含む)で昭和49年 4月2日以降に生まれた人

理学療法士
理学療法士及び作業療法士法による厚生大臣の理学療法士免許を有する人(平
成11年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)
で昭和46年 4月2日以降に生まれた人

※行政、一般事務については、身体障害者手帳の交付を受けている人は状況により体力試験の全部
または、 一部を免除します。

採用人員

採用予定日

申込期限

試験日

各職種とも若干名

平成11年 4月1日

9月22日(火)

10月25日(日)

応募方法 所定の申込用紙(人事課また
は、各出張所にあります)に
記入のうえ応募してください。

問い合わせ 受験資格等、詳細については、
人事課に問い合わせくださ p。
(fi⑮4111内線272)



CAMERA SPOT 

h
F
m
m
県
産
畠
フ
ェ
ア

|
'
 

ー
開
催
さ
れ
る

「mm
県
産
品
フ
ェ
ア

m
シ
l
ハ
ッ

ト
お
お
む
ら
」
が
8
月
1
日

・
2
日
、

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
リ
の
大
村
市
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
特
産
品
を
一
同
に
集
め
、
展

示
即
売
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
市
民
に
県
産
品
の

よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

P
R
に

努
め
ま
し
た
。

( 

@
水
泳
大
会
聞
か
れ
る
l

w
「
第
吃
回
大
村
市
小
学
生
水
泳
大
会
」

が
7
月
釘
目
、
中
央
小
学
校
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
大
会
は
、
お

m
な
ど
の
自
由

形
や
平
泳
ぎ
、

1
0
0
m
リ
レ
ー
な
ど

お
種
目
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
で
真

っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
供
た
ち
は
、
自

信
に
満
ち
た
泳
ぎ
で
、
応
援
に
か
け
つ

け
た
保
護
者
や
仲
間
か
ら
盛
ん
な
声
援

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

8/.力キーンと一発!
「第33回大村市少年ソフトポール大会」が8

月1日 .2日、市営野球場などで行われました。

大会には、 12チームが参加、夏の強い日差しを

浴びながら、元気にプレーをしていました。

⑧
リ
バ
l
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

7

川
の
生
き
物
か
ら
、
水
質
の
状
態
を

知
ろ
う
と
、
鈴
田
川
、
大
上
戸
川
、
郡

川
の

3
か
所
で
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た

ち
は
、
網
な
ど
を
使
っ
た
り
、
石
を
起

こ
し
た
り
し
て
、
川
の
生
き
物
を
す
く

っ
て
い
ま
し
た
。

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

，I'
d
 

8
夏
の
夜
に
響
き
渡
る
太
鼓
の
音
。

熱
気
に
沸
き
返
る
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
。

8
月

1
目
、
夜
空
を
焦
が
す
花
火
大
会
に
は
約

8
万
人
も
の

人
・
ひ
と
・

ヒ
ト
0

2
日
・

3
日
の
駅
前
通
り
で
は
、
子
供
み
こ
し
龍
踊
り
・
奉

納
太
鼓
・
郷
土
芸
能
な
ど
を
披
露
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
総
踊
り
に
は
、
お
団
体

・
約

1
、

2
0
0人
が

「
夢
楽
団
」
の
生
演
奏
で
踊
り
祭
り
も
最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。

企祭りのフ ィナーレを飾る 1，200人の総踊り

4

司
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
華

7/.僕らの手で大村湾を守ろう

大村湾の「環境と観光」を考える「よみがえれ

琴の海・湾Cup198 inおおむら」が7月19日に開

かれました。環境保護をアピールした「いかだレ

ース」には一般13チーム -小学生12チームが参加。

思い思いのキャッチフレーズで環境保護を訴えな

がら 、大波小波をかきわけレースを楽しんでいま

した。

企みごと なバチさば、き
企龍踊り

8/8美しいまちへ
「第24口市民大清掃Jが8月2日、行われました。会

場となった大上戸川では、町内会や自衛官の人達によっ

て、生い茂った草が刈り取られ、周辺はすっきりなりま

した。参加された皆さん、早朝からお疲れさまでした。

一 12-

@
僕
も
私
も
皆
ゴ
ル
フ
ァ
ー

打

「第

1
回
協
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
大
会
」
が

7
月
お
日
、
市
営
陸
上
競

技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
町

内

会

職

場

・
友
人
な
ど
で
チ
ー
ム
を
作

っ
た
お
チ
i

ム
が
参
加
。
雨
で
ぬ
か
る
ん

だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し、

ク
ラ
ブ
を
振

っ
て
い
ま
し
た
。

砂
ま
つ
り
場
を
練
り
歩
く
勇
壮
な
夏
越
堤
灯
山
笠

企祭りを盛り上げ、た歌・ダンス・バザーなど

A お旅所前で行われた神事

13 



随想リレー ⑥i
市
役
一

g
@
@
あ

皆
さ
ん
、
会
計
課
が
ど
こ
に
あ

る
か
ご
存
知
で
す
か
?

玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に、

銀
行
(
公
金
取
扱
庖
)
が
あ
り
、

そ
の
奥
が
会
計
課
で
す
。

で
は
、
仕
事
は
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
税
金
や
使
用
料
、

あ
る
い
は
国
や
県
か
ら
の
お
金

(
補
助
金
な
ど
)
の
受
け
入
れ
や

下
水
道
工
事
、
道
路
工
事
な
ど
豊

か
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
環

境
の
整
備
を
は
じ
め
、
福
祉
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
の
支
払
な
ど

な
ど
、
市
に
関
わ
る
様
々
な
経
費

バンザイ!9月から幼稚園生

松並2丁目

重松美保さん

を
支
払
う
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

大
変
高
額
な
金
額
を
扱
い
ま
す

が
、
で
も
実
際
は
、
現
金
を
触
る

こ
と
は
な
く
、
書
類
上
の
お
金
だ

け
を
触
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ん

だ
か
不
思
議
で
し
ょ
う

?

ま
た
、
直
接
市
民
の
方
と
接
す

る
機
会
は
、

少
な
い
職
場
で
す
が
、

み
な
さ
ん
が
支
払
わ
れ
て
い
る
税

金
な
ど
の
納
付
書
を
通
し
て
、
み

な
さ
ん
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

ん
で
す
よ
。

銀
行
な
ど
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
の
納
付
書
な
ど
は
全
て
会

計
課
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

時
に
は
、
そ
の
中
に
メ
モ
書
き

や
落
書
き
が
し
て
あ
り
、
目
を
留

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
子
が
、
鉛
筆
を
握
っ
て

そ
ば
に
あ
る
納
付
書
に
力
を
込
め

て
書
き
込
ん
で
い
る
姿
、
そ
れ
を

見
つ
け
て
、
慌
て
て
一
生
懸
命
消

し
て
い
る
お
母
さ
ん
の
姿
。
あ
る

い
は
、
電
話
中
に
メ
モ
が
必
要
と

な
り
、
あ
わ
て
て
納
付
書
の
裏
に

書
き
込
む
姿
、
納
付
書
の
封
を
開

け
る
際
、

一
緒
に
切
っ
て
し
ま
っ

て
、
き
れ
い
に
貼
り
合
わ
せ
て
納

め
て
く
だ
さ
る
方
、
納
付
書
の
向

こ
う
に
様
々
な
光
景
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。

銀
行
や
出
張
所
で
納
め
て
く
だ

さ
る
時
、
た
ま
に
は
会
計
課
に
い

る
私
達
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い

ね
。

7月18日、めでたく長男の幼稚園入国が正式に決

まりました。月IJにどう ってことないんじ ゃ…と思、わ

れるかも実日れません。

長男は 、生後10か月の時に、急に15分間も呼吸

が止まり 、体が不自由にな ってしまいました。4つ
上のお姉ち ゃんが大好きな、わんぱく息子でした O

目を合わすことも、しゃべることもできず、硬くな

った体の息子を見て、「なんで?Jと思うこともあ
りました。

しかし、 たくさんの素晴しい人々 との出会いによ

って、今ではずいぶん と意志表示をし、大変貌を遂

げようとしています。今まで関わ って下さ った皆様
に、本当に感謝しています。

昨年夏より 、保育園に遊びに行 くようにな って、

ハンディの有無に関わらず、子供は子供の世界で成
長することを痛感 し、 子供の柔軟性に驚か されまし

た。その中で息子も少しずつ友達を増やし、社会性

を身につけていきました。
来年に就学を控え、今年は、幼稚園に行けたらい

いな、と思い地域の園に相談。試験的通園をし tt'ら
くの間つづけ、そしてこの度、正式入園できること

になり ました。

誰よりも嬉しいのは息子本人だと思います。息子

の 「生Jの喜びの声がいつ聞けるかな。専門家によ
ると「ことば、を育てるのは、専門家ではなく 、子供

の話したい気持ちと、そのまわりの大人と子供たち

だ」そうですから 、本当に楽しみです。

叶、k

大村市国際交流員

ミゲル ・オリ ベイラさん

今
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
ヴ

ァ
ス

コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
イ
ン
ド
を
発
見
し
て

5

0
0
周
年
で
す
。
当
時
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
船
は
、
新
大
陸
を
求

園

め
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
時

国

P

、

代
を
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
誇

-
レ

1
1

り
と
し
て
い
ま
す
。

目
↑
山
門

我
々
の
祖
先
は
、
小
さ
く
、

町
ァ
札
肌

危
険
な
船
に
乗
り
、
祖
国
を
後

一

A

に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

-

日
で
も
船
乗
り
の
国
に
な
っ
て

一

。

い
ま
す
。

・

1
ノ

当
時
の
航
海
は
、
長
期
に
及

-

」

び
、
大
変
危
険
で
し
た
。
天
災

-
cd

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
・

-

4
1

ス
ペ
イ
ン

・オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の

-
り
Z
1

絶
え
間
な
い
攻
撃
の
危
険
に
さ

-

M

川
』

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

-
Er

う
な
危
険
を
も
の
と
も
せ
ず
、

一

O

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

-
F

や
幾
つ
か
の
大
西
洋
の
島
々
を

-

発
見
し
、
イ
ン
ド
へ
の
海
路
を

-
勺

C
U

確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
フ

一

A

リ
カ
の
内
地
や
沿
岸
を
通
る
辛

目

い
旅
の
末
に
、
貿
易
地
を
確
立

し
、
日
本
に
最
初
に
到
着
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
人
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

リ
ス
ボ
ン
は
、
大
航
海
時
代
、
わ
ず
か

な
人
し
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、

リ
ス
ボ
ン
か
ら
新
天
地
を
求
め
、
旅
立
ち

ま
し
た
。
そ
の
大
半
は
、
航
海
の
途
中
で

死
に
絶
え
た
り
、
新
大
陸
で
新
し
い
生
活

を
始
め
、
祖
国
に
一戻
る
こ
と
は
、
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
祖
先
か
ら
、
旅
や
異
国
や
外
国

人
へ
の
希
望
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
も

し
、
私
が
大
航
海
時
代
に
生
ま
れ
て
い
た

ら
、
私
は
き
っ
と
航
海
に
旅
だ

っ
た
で
し

ょ
う
。
で
す
か
ら
、
社
会
人
に
な
る
と
全

て
の
休
暇
を
旅
行
に
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
休
暇
や
出
張
の
時
、
車
や
列
車
を

使
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
旅
し

圃

ま
し
た
。

-

そ
の
次
は
、
リ
ユ

ツ
ク
と
1

-

泊
目
の
ホ
テ
ル
の
予
約
だ
け
し

-

て
、
メ
キ
、
シ
ン
コ
.
、
シ
ン
テ
イ
l
に

-

着
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
パ
ス

圃

で
メ
キ
、
シ
ン

コ
を
回
り
ま
し
た
。

ル』

-

メ
キ
、
シ
ン
コ
の
交
通
事
情
は
良
く

vア
，』』

-

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん

'

-

な
旅
は
、
人
生
の
休
息
と
号雪一

.，4可
圃

る
よ
、うつな
良
い
思
い
出
に
な
り

'え

-

ま
す
。

聞

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
や
東
南

コ
向

圃

t
闇

ア
ジ
ア
を
旅
し
ま
し
た
。
常
に

を

四

一
人
で
、
リ

ュ
ッ
ク
と
l
泊
目

、、

.

の
ホ
テ
ル
の
予
約
と
少
し
の
お

訓

-

金
を
懐
に
し
、
観
光
地
や
人
ご

-

み
を
避
け
て
。
こ
れ
ま
で
何
の

園

問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

回

毎
回
、
親
切
な
人
々
と
出
会
い
、

目

今
で
も
文
通
を
し
た
り
、
再
会

闘

を
果
た
せ
た
人
も
い
ま
す
。

ー

も
し
、
旅
行
者
に
偶
然
出
く

わ
し
た
ら
助
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
こ
と
で
、
旅
の
楽
し
み
は
倍
増
し
ま
す
。

現
代
は
、
大
航
海
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
旅
は
と
て
も
面
白
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
の
血
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々

は
、
い
つ
の
時
代
も
旅
人
な
の
で
す
。
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みんなの
健康

「肺
気
腫
と
い
う

病
気
に
つ
い
て
」

大
村
市
医
師
会

み
ね
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

峯

丘亘
-'IT.. 

診
察
室
で
「
あ
な
た
は
肺
気
腫
で
す
」

と
い
わ
れ
で
も
ピ
ン
と
こ
ら
れ
な
い
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
肺
気
腫
の
患
者

さ
ん
は
息
切
れ
を
訴
え
て
病
院
を
訪
れ

ま
す
。
肺
気
腫

の
程
度
が
軽
い

段
階
で
は
、
平

i

道
を
歩
く
と
き

は
息
切
れ
を
感

じ
な
い
の
で
す

「乳
、
が
ん
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
」

大
村
市
医
師
会

山
下
外
科
医
院

山
下

直ぉ
宏:

乳
が
ん
は
年
間
約
3
万
人
が
新
た
な

患
者
と
な
り
、
二
十
一
世
紀
に
は
女
性

の
が
ん
の
ト

ッ

プ
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま

す
。
乳
が
ん
は

医
師
が
診
断
し

て
初
め
て
わ
か

が
、
坂
道
や
階
段
を
登
る
と
き
な
ど
に

息
切
れ
を
感
じ
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
(
年

単
位
で
)
ひ
ど
く
な

っ
て
き
ま
す
と
、

平
道
を
歩
く
と
き
で
さ
え
も
息
切
れ
を

感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
、
途
中
休

ま
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
病
気
は
若
い
人
で
は
ま
れ
で
、

中
高
年
の
人
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
原

因
は
不
明
で
す
が
、
タ
バ
コ
が
よ
く
な

い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

少
し
く
わ
し
く
説
明
致
し
ま
す
。
肺

は
気
道
と
い
う
空
気
の
通
路
に
当
る
部

分
と
肺
胞
と
い
う
酸
素
と
二
酸
化
炭
素

と
の
交
換
を
行
う
部
分
と
か
ら
な
っ
て

い
て
、
ち
ょ
う
ど
木
を
逆
に
し
た
状
態

を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
木
の
幹
や
枝

が
気
道
で
、
葉
っ。
は
に
当
る
部
分
が
肺

胞
に
な
り
ま
す
。
肺
気
腫
と
は
、
こ
の

葉
っ
ぱ
に
当
る
部
分
の
肺
胞
が
壊
れ
た

状
態
で
す
。
そ
の
た
め
に
肺
全
体
の
弾

力
性
(
膨
ら
ん
だ
後
に
、
縮
も
う
と
す

る
病
気
で
は
な
く
、
本
人
が
ま
ず
お
か

し
い
と
感
じ
る
も
の
で
す
。
乳
が
ん
は

消
化
器
が
ん
な
ど
に
比
べ
て

一
般
に
成

長
が
緩
や
か
で
あ
り
、
急
に
大
き
く
な

っ
た
り
固
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
少

な
く
、
も
し
や
と
感
じ
て
病
院
に
行
く

人
の
多
く
は
、
実
は
そ
の

l
年
も
2
年

も
ま
え
か
ら
シ
コ
リ
に
触
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
実
際
の
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ

ク

(
自
己
検
診
)
の
方
法
を
述
べ
て
み
ま

す
。

〈
い
つ
す
る
の
か
?
〉
毎
月
一
回
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

閉
経
前
の
人
は
月
経
開
始
5
日
日
か
ら

1
週
間
の
問
、
閉
経
後
の
人
は
毎
月

一

回
忘
れ
な
い
日
に
行
う
の
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
人

は
、
最
初
は
な
る
べ
く
頻
回
に
行
い
、

る
能
力
)
が
弱
く
な
り
ま
す
。
正
常
の

肺
は
ゴ
ム
風
船
、
肺
気
腫
の
肺
は
紙
風

船
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ム
風
船
は
膨

ら
ま
し
て
子
を
離
す
と
、
勢
い
よ
く
空

気
を
出
し
て
縮
み
ま
す
。
し
か
し
、
紙

風
船
で
は
膨
ら
み
は
し
ま
す
が
、

手
を

離
し
て
も
縮
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。
こ
の
た
め
に
肺
気
腫
の
人
は
息
切

れ
を
感
じ
る
の
で
す
。

治
療
と
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
壊
れ

た
肺
胞
を
元
ど
お
り
に
す
る
よ
う
な
根

本
的
な
治
療
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

①
少
し
で
も
病
気
が
ひ
ど
く
な
る
の
を

遅
ら
せ
る
こ
と

ま
ず
禁
煙
す
る
こ
と
。
感
染

(
咳
や

疾
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
発
熱
な
ど
)

の
き
ざ
し
が
み
ら
れ
た
ら
早
め
に
医
者

に
か
か
り
治
療
す
る
こ
と
。
ス
ト
レ
ス

や
過
労
を
避
け
る
。
栄
養
を
十
分
に
と

る
。
酸
素
の
取
り
込
み
が
悪
い
人
は
在

宅
酸
素
療
法
を
、
つ
け
る
。

日
頃
の
乳
房
の
状
態
や
月
経
周
期
に
よ

る
乳
房
の
変
化
を
知
る
と
自
信
が
で
て

き
ま
す
。

〈ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
?〉

ま
ず

鏡
の
前
に
立
ち
、
乳
房
の
形
の
変
化
、

色
の
変
化
、
ひ
き
つ
れ
が
な
い
か
を
見

ま
す
。
さ
ら
に
乳
頭
に
か
さ
ぶ
た
や
湿

疹
が
な
い
か
を
見
ま
す
。
続
い
て
座
る

か
横
に
な

っ
て
、
乳
房
全
体
を
ま
ん
べ

ん
な
く
触
り
ま
す
。
触
る
乳
房
と
反
対

側
の
手
を
使
い
ま
す
が
、

3
な
い
し

4

本
の
指
を
揃
え
、
乳
房
を
軽
く
押
さ
え

な
が
ら
、

一
円
玉
の
大
き
さ
の
円
を
少

し
重
ね
て
描
く
よ
う
に
し
ま
す
。
乳
腺

表
面
の
凹
凸
を
感
じ
な
が
ら
力
を
入
れ

な
い
で
ゆ

っ
く
り
と
触
り
ま
す
。
同
じ

と
こ
ろ
を
2
回
目
は
力
を
入
れ
て
触
り

ま
す
。
と
く
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
人
さ
し
指
と
中
指
の

2
本
で
、

交

②
息
切
れ
な
ど
の
自
覚
症
状
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

症
状
を
軽
減
す
る
た
め
に
薬
を
使
っ

た
り
、
最
近
で
は
ひ
ど
い
人
の
な
か
で

適
用
が
あ
れ
ば
手
術
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
上
手
な
呼

吸
の
方
法
で
す
。
そ
れ
に
は
、
口
す
ぽ

め
呼
吸
と
腹
式
呼
吸
を
修
得
し
て
く
だ

さ
い
。
口
す
ぼ
め
呼
吸
は
口
を
閉
じ
て

鼻
か
ら
息
を
吸
い
、
息
を
は
く
と
き
に

口
を
す
ぼ
め
て
息
を
は
く
方
法
で
す
。

腹
式
呼
吸
は
息
を
吸
う
と
き
に
お
な
か

を
膨
ら
ま
せ
、
息
を
は
く
と
き
に
お
な

か
を
へ
こ
ま
せ
て
す
る
呼
吸
で
す
。
口

す
ぼ
め
呼
吸
を
し
な
が
ら
腹
式
呼
吸
を

練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
息
を
は

く
時
間
は
息
を
吸
う
時
間
の
二
倍
ぐ
ら

い
か
け
る
ぐ
ら
い
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て

ゆ
っ
く
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

互
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
よ
う
に
し
て
押
さ

え
て
み
ま
す
。
最
後
に
乳
頭
や
乳
頭
付

近
の
乳
房
を
つ
ま
み
圧
迫
し
て
、
乳
頭

か
ら
異
常
八
刀
泌
が
あ
る
か
ど
う
か
見
ま

す
。
妊
娠
、
授
乳
期
以
外
の
と
き
に
分

泌
物
を
認
め
た
場
合
は
異
常
で
あ
り
、

血
性
で
あ
れ
ば
と
く
に
注
意
が
必
要
で

す
。習

慣
化
す
れ
ば
素
人
で
も

2
セ
ン
チ

(
一
円
玉
の
大
き
さ
)
の
シ
コ
リ
な
ら

十
分
に
気
づ
き
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
気
づ

い
て
も
放
置
し
て
お
い
た
の

で
は
見
つ
け
な
い
も
同
然
で
す
。
異
常

に
気
づ
い
た
ら
素
人
判
断
は
避
け
て
外

科
な
ど
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
数

年
間
は
乳
房
温
存
術
(
乳
房
を
残
す
乳

が
ん
の
手
術
)
が
普
及
し
、

3
セ
ン
チ

以
下
の
大
き
さ
な
ら
、
温
存
術
の
対
象

に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

宮 (095)

826-5511 信壌国軍冨Z理-司・
↓
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城

日

申

新

制
匂 保育φ四

日曜日 祝日などに、冠婚葬祭への出席、または、 就労など家
庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了前の児童
を除きます)を保育するものです。

新城保育園

9月...6日 ・13日・ 15日・ 20日・ 23日

10月...4日・ 10日 ・11日・ 18日 ・25日

午前8時30分~午後5時

1日 1，500円

間貫性肺炎

消化器癌の内視鏡的手術

インフル工ンザの予防護種

いびきと睡眠時無呼吸症候群

チック症

手術による避妊法

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土・日曜日

9
月
の
テ
i

マ

実施保育所

実施日

保育時間

保育料

- 15-



年
金

保
険
料
の
免
除
申
書
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免

除
申
請
さ
れ
た
場
合
、
世
帯
全
員
の
収

入
状
況
に
よ
り
免
除
基
準
に
該
当
す
る

か
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
9
年
分

の
所
得
申
告
を
さ
れ
て
な
い
場
合
は
す

ぐ
に
税
務
課
で
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

免
除
申
請
が
で
き
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
場
合
で
す

①
自
営
業
の
人
で
、
収
入
が
少
な
い
場
合

②
学
生
(
専
門
学
校
・
予
備
校
の
一
部

お
よ
び
夜
間
の
学
生
を
除
く
)
の
場
合

9
月
末
ま
で
に
!

③
会
社
を
退
職
し
、
現
在
無
職
で
収
入

が
少
な
い
場
合

④
母
子
家
庭
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
り

納
付
で
き
な
い
場
合

な
お
、
学
生
で
加
歳
に
な
ら
れ
た
方

は
、
市
民
課
で
国
民
年
金
の
加
入
を
し

て
か
ら
免
除
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
9
月
以
降
で
も
、
新
規
に
加
入
し
た

り
再
加
入
し
た
場
合
は
、
免
除
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

(
内
線
1
1
3
)

第12(g)大村市国民年金写真コンテスト

どしどし作品を応募してください!

テーマ 国民年金を広報するのにふさわしい作品

(“家族のふれあ~)"“働く 姿"“楽しい子供たちの

様子"“幸せで嬉 しそうな老後の風景"など)

サイズ サービスサイズから 4つ切りまで (カラ

ー・白黒可)サービスサイズで応募される人は、

ネガも同時に提出してください。

応募資格 どなたでも応募できます。

応募数 l人3点まで

締め切り 12月4日 (金)

応募用紙は、保険年

金課(年金係) ・各出

張所にあります。応募

票 を作品の裏に貼って

ください

問い合わせ 保険年金

課年金係 (内線114)

第11回

国民年金写真コンテスト

佳作町田欣也さん
(古町2丁目)の作品

さ
ん民

保へ警
と察
署F 険

逼撃
事 長
故ま

皆

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
被
害
者
に

重
大
な
過
失
が
な
け
れ
ば
、
国
民
健
康

保
険
(
国
保
)
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
治
療
費
の

全
額
、
ま
た
は
一
部
、
加
害
者
が
負
担

す
る
べ
き
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
保
は
被
害
者
に
代
わ
っ

て、

負
担
し
た
費
用
を
加
害
者
に
請
求

し
、
返
し
て
も
ら
う
し
く
み
に
な

っ
て

い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
国
保
で
治
療
を
受
け

る
と
き
に
は
、

「第
三
者
行
為
に
よ
る

被
害
届
」
に
事
故
証
明
書
を
添
付
し
て
、

な
る
べ
く
早
く
保
険
年
金
課
保
険
係
の

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
は
、
そ
の

前
に
必
ず
保
険
係
ヘ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

国
保

が
加
害
者
に
医
療
費
の
請
求
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に
、
国
保
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、

6
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

内
線

。

福祉

16-

9
月
1
日
か
ら
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

の
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

障
害
者

・
母
子

・
寡
婦
・

単
婦
・

寡
男

・
老
保
障
害

・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な

っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
へ
は
、

8
月
中

旬
ご
ろ
通
知
は
が
き
を
送
付
し
ま
し

た
。
は
が
き
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

.
印
か
ん
・

健
康
保
険
証

・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証

・
通
知
の
は
が

き
・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
平
成
日
年
の
1
月
2
日
以
降
に
大
村

市
に
転
入
し
て
き
た
人
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
が
市
外
の
場
合
に
は
、
平
成
9

年
分
の
所
得
証
明
書
と
平
成
叩
年
度
分

の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
日
月
診
療

分
か
ら
の
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
9
月
日
日
同
か
ら
福
祉
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

(内
線
1
5
5
)

午前 9時30分~午後 4時

対象地区 日 程 場 所

竹松・萱瀬・松原 9月1日(火)竹松・ 萱瀬・松原出張所

福重 ・三浦 ・鈴田 9月2日(水)福重 ・三浦 ・鈴田出張所

西大村(障害者 ・老保障害) 9月3日(木) 中地区公民館

西大村 (母子寡婦単婦 ・寡男 ・父子)9月4日(金) 中地区公民館

大村(障害者・老保障害) 9月7日(月)市役所福祉課前

大村 (母子・ 寡婦 ・単婦・寡男父子) 9月8日(火)市役所福祉課前

準世帯 9月9日(水)市役所福祉課前

受付更新日程



ご
存
じ
で
す
か
?
(
第
3
回
)

平
成
昭
年
4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
り
ま
す

実
態
調
査
に
ご
協
力
を
l

9
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
邸
歳
以
上

の
人
の
現
況
把
握
の
た
め
の
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
の
目
的

介
護
や
支
援
が
必
要
な
方
(
寝
た
き

り
、
要
介
護
痴
呆
、
虚
弱
な
ど
の
高
齢

者
)
に
対
し
て
は
、
現
在
の
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程
度
必
要
と
な
る
の

か
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
行
い
ま

す
。さ

ら
に
健
康
な
方
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程

度
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
か
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
策〆

d

定
し
ま
す
介
護
保
険
事
業
計
画
や
老
人

保
健
福
祉
計
画
に
役
立
て
る
も
の
で
、

こ
れ
以
外
に
は

一
切
利
用
し
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
ら
れ
た
方
の

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

調
査
の
方
法

介
護
や
支
援
が
必
要
な
方
に
対
し
て

は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
の
方
が
調
査

対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
調
査
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
に
は
介
護
さ
れ
て
い

る
方
の
ご
意
見
も
伺
う
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
対
象
の
高
齢
者
と

介
護
者
の
両
方
に
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。健

康
な
方
に
つ
い
て
は
、

直
接
送
付

し
ま
す
の
で
ご
回
答
い
た
だ
き
、
後
日
、

民
生
委
員
の
方
が
回
収
に
見
え
ま
す
の

で
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記
入
さ

れ
て
い
て
、
ご
自
身
が
介
護
や
支
援
が

必
要
な
方
で
あ
れ
ば
、
調
査
用
紙
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
高
齢
福
祉

課
か
民
生
委
員
の
方
に
お
尋
ね
く
だ
さ

調
査
の
範
囲

介
護
や
支
援
が
必
要
な
方
は
全
員
を

対
象
と
し
ま
す
。
健
康
な
方
に
つ
い
て

は、

3
、
0
0
0
人
を
抽
出
し
て
送
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課

(内
線
1
5
2
・
1
5
8
)

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

対
象

被
爆
者
手
帳、

健
康
診
断
受
診

者
証
を
も
っ
て
い
る
人

受
付
時
間

午
前
山
時
j

H
時
・
午
後

1
時
1
2
時

今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
希
望
に

よ
る
健
康
診
断

(
年
2
回
限
度
)
ま
た

は
、
が
ん
検
診

(
各
々
年
1
回
限
度
)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
庶
務
係
(
内
線
1
5
6
)

県
央
保
健
所
(
包
⑫

3
3
0
4
)

※当日、都合のつかない場合は次の7日のうちどこでも受診できます。

日 程 実施場所 対象地区

9/17 (木) シーハットおおむら 三浦・鈴田 ・大村・東大村2丁目

9/18 (金) シーハットおおむら 大村 ・東大村.1丁目

9/22 (火) 中地区公 民 館 西大村

9/24 (木)松原出張所 福重 ・松原

9/25 (金) 竹松出張所 竹松

9/29 (火) シーハットおおむら 大村

9/30 (水) シーハットおおむら 西大村・萱瀬

日程

県
央
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

ま
し
た

地
域
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
対
処
し
、
地
域
の
児
童
、

家
庭
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
に
、
全

国
に
先
駆
け
て
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
や
家
庭

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ソ
l
シ
ャ

ル
ワ
l
カ
1
2
人
、
心
理

担
当
1
人
、
相
談
支
援
職
員
1
人
、
精

神
科
嘱
託
医
1
人
で
指
導

・
援
助
し
ま

す
。
希
望
に
よ
り
家
庭
訪
問
も
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

す
。

名
称

所
在

経
営

県
央
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

原
口
町

制
大
村
子
供
の
家

M
時
間
・
直
通

(岱
⑮
9
4

受
付

3
1
)
 

相
談
時
間

午
前
9
時
l
午
後
6
時

問
い
合
わ
せ

大
村
子
供
の
家

(宮
③
8
3
1
9
)

児
童
扶
養
手
当

(
現
況
届
)

特
別
児
童
扶
養
手
当

(所
得
状
況
届
)
は
お
済
み

で
す
か

現
在
、
(
現
況
届
)
児
童
扶
養
手

当

・

(
所
得
状
況
届
)
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

9
月
日
日
同

※
提
出
が
な
い
人
、
遅
れ
た
人
に
は
、

8
月
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課

(
内
線
1
5
3
)

認
知
に
も
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す

今
回、

法
改
正
に
よ
り
未
婚
の
母
で

認
知
さ
れ
て
い
る
児
童
を
も
っ
母
子
家

庭
で
も
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課

(
内
線
1
5
3
)

-17-



「
障
害
は
私
の
個
性
み
ん
な
の
理
解
で
広
が
る
職
場
」

9
月
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

障
害
の
壁
を
越
え
て
共
に
働
く
社
会

の
実
現
の
た
め
に
は
、
障
害
者
自
身
の

職
業
的
自
立
へ
の
努
力
に
加
え
、
事
業

主
の
皆
さ
ん
お
よ
び

一
緒
に
働
く
職
場

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。こ

の
月
間
を
機
に
、
障
害
者
の
雇
用

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
更
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

ハロ
l
ワ
l
ク
大
村

(岱
②
8
6
0
9
)

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
ご
案
内

。
精
神
保
健
福
祉
相
談

精
神
科
医
や
保
健
婦
な
ど
が
、
心
の

健
康
・
社
会
復
帰
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
1
火
曜
日
・
第
2
月
曜

日
・
第
3
金
曜
日
・
第
4
月
曜
日
、
午

後
2
時
1
4時
初
分

場
所

原
則
と
し
て
、
県
央
保
健
所

(第
1
火
曜
日
・
第
3
金
曜
日
は
、
大

村
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

※
予
約
制
で
す
。
た
だ
し
、
緊
急
時
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

。ソl
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ

回
復
途
上
に
あ
る
精
神
障
害
者
に
く

つ
ろ
げ
る
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会
で
の
生
活
を
円

滑
に
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

金
曜
日

県
央
保
健
所

水
曜
日

中
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ

県
央
保
健
所

(包
③

3
3
0
6
)

健康

急
病
に
備
え
て
も
と
う
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日」

か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
必
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ

で
姿
、
形
、
性
格
も
違
い
ま
す
。
そ
の

た
め
病
む
状
態
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ま

た
、
そ
の
人
に
適
し
た
薬
の
選
び
方
、

薬
の
効
き
方
も
遣
い
ま
す
。

長
い
生
活
習
慣
も
病
気
に
大
き
く
影

響
を
与
え
ま
す
。
最
近
の
調
査
で
も
健

康
な
高
齢
者
の
多
く
は
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
を
も

っ
て
お
り
、
か
か
り
つ
け

医
を
も
っ
て
い
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
で
は
い
く
つ
も
病
気
を

も
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
表
に
出
る

症
状
も
少
な
い
た
め
に
発
見
が
遅
れ
た

り
し
ま
す
。
乳
幼
児
も
病
気
の
苦
し
さ

を
表
現
出
来
な
い
の
で
、

重
い
状
態
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
い
れ
ば
、
体
の
調

子
が
い
つ
も
の
状
態
と
違
っ
て
い
た

ら
、
夜
間
で
も
休
日
で
も
気
軽
に
相
談

出
来
る
わ
け
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は

患
者
さ
ん
の
体
の
状
態
を
い
つ
も
熟
知

し
て
い
る
の
で
、

早
め
に
専
門
病
院
に

送
っ
た
り
、
早
め
の
処
置
が
出
来
ま
す
。

外
出
先
で
気
分
が
悪
く
な
り
、
救
急
車

で
救
急
病
院
に
担
送
さ
れ
た
場
合
も
、

救
急
病
院
の
医
師
と
か
か
り
つ
け
医
の

協
力
で
、
早
く
的
確
な
治
療
に
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
気
軽
に
相
談

出
来
る
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

w

つ
。

婦
人
が
ん

(子宮が
ん

乳

がん
)
の
検
診
を
行
い

ま
す

18 

対
象

市
民
で
鉛
歳
以
上
の
女
性
(
た

だ
し
、

事
業
所
な
ど
で
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
人
、
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

定
員

1
日

ω人

締
め
切
り

実
施
日
の
前
日
ま
で
(
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

ノヘ
主担負I曇A

Z
 

実施日

700円

1，200円

子宮頚がん

子宮頚+体がん

市立病院

(外科・婦人科)

9月4B(金)

9月7日(月)

300円

老人医療受給者 ・市民税非課税
世帯 ・生活保護受給者は無料で
受けられます。

乳がん
受付場所

正面ロビー

受付時間

午後12時30分
~午後12時50分

9月11日(金)

9月16日(水)



精
神
障
害
者
家
族
教
室

精
神
障
害
者
を
身
内
に
も
つ
家
族
の

方
ヘ
、
病
気
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
を

わ
か
ち
あ
え
る
場
と
し
て
、
精
神
科
医

や
、
作
業
療
法
士
な
ど
を
講
師
に
家
族

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日

目
月
四
日
叩

・
日
月
刊
即
日

叩
・
ロ
月
紅
白
卯

・
平
成
日
年
1
月

日
日
∞

・
2
月
日
日
開

結
核
予
防
週
間

結
核
は
、
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
で
も
結
核
菌
に
よ
る
わ
が
国
最

大
の
感
染
症
で
す
。
新
た
に
結
核
に
か

か
っ
た
人
の
割
合
は
、
全
国
必
位
で
あ

り
、
長
崎
県
は
結
核
の
多
い
県
の

一
つ

で
す
。

全
国
と
長
崎
県
の
現
状

(
平
成
8
年
)

新
登
録
患
者
:
・
全
国
4
万
2
、
4
7
4

人
・
長
崎
県
6
6
5
人

全
登
録
患
者
・
:
全
国
日
万
2
、
9
5
8

人
・
長
崎
県
2
、
4
3
0
人

死
亡
者
:
・
全
国
2
、
8
5
8
人
・
長
崎

時
間

午
後
1
時
初
分
1
3時
鈎
分

場
所

県
央
保
健
所

対
象

精
神
障
害
者
を
身
内
に
も
つ
家

族
(
入
院
・
通
院
問
わ
ず
)

内
容

講
話
・
施
設
見
学

参
加
費

無
料

申
込
期
限

9
月
日
日
叩

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
央
保
健
所
(
岱
⑧
3
3
0
6
)

9
月
M
日
i
羽
田

県
犯
人

。
結
核
は
予
防
が
大
切
で
す

①
乳
幼
児
期
(
生
後
3
か
月
1
4歳
未

満
ま
で
の
早
い
う
ち
)
の

B
C
G

②
職
場
・
地
域
で
の
年
1
回
の
健
康
診

断
(
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
)
は
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た

る
咳
・
疾
な
ど
は
結
核
の
危
険
信
号
で

す
。
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増

思議
4 

三

種

混

合

・

麻

し

ん

・

風

し

ん

・

日

本

脳

炎

予
防
接
種
実
施
中
グ

年
聞
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
子
様
の
体
調
の
良
い
時
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

「健
康
の
し
お
り
と
国
民
健
康
保
険
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
日
本
脳
炎
は
、
9
月
初
日
ま
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

日
本
脳
炎
と
は
?

日
本
脳
炎
は
、
蚊
(
コ
ガ
タ
ア
カ
イ

エ
カ
)
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
お
こ
る
伝
染
病
で
、
日
本
で
は
7
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
患
者
が
発
生
し
ま

す
。発

病
す
る
場
合
は
、
約
7
1
日
日
の

潜
伏
期
の
後
、
突
然
必
度
以
上
の
高
熱
、

激
し
い
頭
痛
、
め
ま
い
、

意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
発
作
、
昏
睡
状
態
と
い
っ
た

症
状
が
1
週
間
く
ら
い
続
き
ま
す
。

一

度
発
病
す
る
と
、
適
切
な
治
療
を
受
け

て
も
発
病
者
約
お
%
が
死
亡
し
、
助
か

っ
て
も
3
分
の
1
が
知
識
障
害
や
運
動

障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

す土品
占
己でカとるす種接λ

ノ
レ志の表下日本脳炎予防接種

対象 料金 場所 期日 備考

生後
法定回数を接

市内 種している方
6か月~ 無料

指定医院
9/30まで

は有料となり
90か月

ます。

医療機関

¥¥  上記以外の方 有料
※事をま前すお願。に予い約し

日
本
脳
炎
の
予
防
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
の
予
防
は
、
予
防
接
種
が

も
っ
と
も
有
効
な
方
法
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

①
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
。
ま
た
、
環
境
を
整
備
し
、
蚊
の
駆

除
を
お
こ
な
う
。

②
過
労
を
避
け
、
睡
眠
と
栄
養
を
充
分

に
と
り
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
食
事
に
よ
り

夏
ば
て
を
防
ぐ
。

③
日
中
の
直
射
日
光
を
避
け
、
外
出
時

に
は
帽
子
(
日
傘
)
を
着
用
す
る
。

④
特
に
お
年
寄
り
は
、

①
②
③
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

(
内
線
1
4
1
)

醤
司~戸"""""'-輸事

大村市指定給水装置工事事業者の指定について
大村市において給水装置の工事を行うことができる工事事業者と して、次の

とおり指定 しました。

璽冨
20 株式会社南栄長崎市平山町1089

有限会社中部設備大村市植松3丁目673-4

柿山産業有限会社大村市鬼橋町62

有隈会社伸和設備工業諌早市金奇町21-18

滑石設備株式会社

ご寄じですか?

平成10年7月22日

平成10年7月22日

平成10年7月27日

EZ翠-盟理EE話通草孟孟孟護運蝿

21 

22 

市水道をご使用の給水装置の工事は、市が指

定した工事事業者でなければ、施工することが

できません。

もし、その他の者が、勝手に給水装置を設置

したり改造した場合、給水ができなくなること

がありますので、ご注意くださ t) 0 平成10年7月29日

-19-

平成10年7月29日長崎市滑石2丁目5-13

23 

24 Tel.53-1114 水道部工務課問い合わせ



契約書や領収書と印紙税

私たちは、日常の生活や毎日の仕事の中で、いろいろな文

書を作成したり、受け取ったりしますが、このような文書の

中には、領収書や借用証書など、印紙税がかかるものがあり

ます。

印紙税がかかる文書には、領収書、金銭借用証書、不動産

売買契約書のほかに、請負契約書、手形、預金通帳などがあ

り、これらを含め印紙税では20種類の文書が課税文書として

掲げられています。

印紙税がかかるかどうかは、文書の標題や名称、のみによっ

て判定するのではなく 、その内容によ って判定します。

また、印紙税額は、預金証書や預金通帳などのように l通

または 1冊ごとに、 一定の税額が定められている場合と、そ

の文書に記載されている金額(記載金額)に応じて税額が異

なる場合とがあります。

なお、消費税の課税事業者が作成する建物などの売買契約

書、 運送契約書、請負契約書、領収書に契約金額や領収金額

と消費税および地方消費税の具体的な金額が区分して記載さ

れているときは、その消費税等相当金額を除いた金額が記載

金額になります。

問い合わせ 諌早税務署 (ft⑫ 13 7 0) 

環境カウンセラーを募集しています

環境庁では、平成 8年度に 「環境カウンセラー」の登録制

度を創設し、現在全国で1.489人の方々が登録さ れています。

この制度は、環境保全活動を行おうとする市民や事業者な

どに、自らの知識や経験を活かして助言等を行う人材を環境

カウンセラーとして登録簿に登録し、当該登録簿を広く国民

に活用していただく制度です。全国の環境保全活動を推進す

るため平成10年度も募集をしています。登録を希望する人は

下記へ問い合わせください。

問い合わせ

環境庁企画調整局環境保全活動推進室 (ft03-3502-0309) 
または市環境保全課(内線142)

今一度壱えよう

ゴミの出し方

清掃センターは、ごみ捨て場ではありま

せん。ごみ処理をするところです。ごみは、

“燃えるもの"“燃えないもの"に区分され

ますが、それぞれに 「資源物」が含まれて

います。

燃えるごみは焼却処分をして、焼却灰と

破砕くずは最終処分場に埋め立てをし、資

源物は種類別に分別してストックしておき、

一定量になるとリサイクル業者へ渡してい

ます。

平成 8年12月から市販されている無色透

明のごみ袋の利用、平成 9年 4月からは資

源物の分別収集を開始。今年 7月から ペッ

トボトルのリサイ クル回収が始まりました。

市民皆様のご理解とご協力を得て軌道に

乗りつつありますが、今だに分別の状態が

悪く、収集に苦慮、しています。

もう一度、ごみの出し方、分け方の 「ガ

イドブックjを確認していただき、正しく

分別してごみを出さ れますようお願いしま

す。

問い合わせ 清掃課 (ft@p3 1 0 0) 

A 
し
な
一ル
燃
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資
一

ず

さ
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だ
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、
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タ
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で
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み
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ぺ
中
い
小だ
ご
小
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排水設備の工事はl必ず「指定工事百jで

PET 

排水設備(水洗化)工事をするときは、必ず市が指

定した 「指定工事庖」 へお申し込みください。指定工

事庖以外の者が工事をしますと工事のやり直しをしな

ければなりませんので、十分にご注意ください。

また、トイレ用器具の改造等は行わないでください。

製品の機能を損ない、管の詰まりなどの原因となり、

修理費は個人負担になります。

問い合わせ 市排水設備協会 (ft@p3 1 6 8) 

水洗化工事には、
改造資金の融資あっ旋を行っています
融資あっ旋額 便槽 lか所につき40万円以内

利息および償還方法 貸付金利は無利子(市負担)

50か月以内において、毎月5，000円を下らない額を元

金均等償還とする。

〈例>40万円毎月8，000円 (50回払い)

条件 原則として処理開始後 3年以内に行う改造工事

であること 。

問い合わせ 下水道業務課料金係(内線 41 1) 

大村消防署管内上半期火災発生状況 ・総火災件数…14件 {火災種別1・建物…10件・車詞…4件

-20-



やさしい環境講座 I 

. ダイオキシンてなあに?ー I

最近、テレビや新罰などで[タイオキシンjという言葉を
よく耳にしますカミ皆さんは、どんなものかご存知でしょうか。
今回は「ダイオキシンjについて勉強してみましょう。

@ダイオキシンとは?

天然の毒物にはポツリヌス菌や破傷風菌の毒素などといっ

たダイオキシンよリも強い毒素を持ったものがあリます。

しかし、ダイオキシンは、 「地上最強の猛毒JI人類が作
り出した悪魔」と言われるように、動物実験により 、非常に

強い毒性があることがわかっています。

ダイオキシンは、 「青酸力リ」の10，000倍の強さがあり 、

人工物質としては最も強い毒性を持つ物質と言えます。(図1
参照)

図1.いろいろな猛毒性物質

|天然物 「ボツリヌス菌毒京 「スナギンチャクの毒ー ニコ手ン

…-14nfFf素 6LF13t古川2LJlTイン

I (g/記長一 ム V ム V ム V Tツ ム V ム V ムI
V ム

V Iム
!人工物質 ゴダイオキシン.J Lサリン

※ねずみに与えた時に半数のねずみが死亡する量

@ダイオキシンは、どんな悪さをするの?

WHO (世界保健機構)の国際がん研究機関 (IARC)では、

動物実験や人への影響の評価をもとに、化学物質の人への発

ガン性の強さを分類していますが、平成9年2月、ダイオキ

シンの中でも最も毒性の強い2、3、7、8TCOOは、人に対
する発ガン性があるという評価を行っています。

ダイオキシンが、ひとたび体に入ると 、その大部分は脂肪

に蓄積されて体にとどまります。ごくわずかの量が、分解さ

れたりして体の外に排出されますが、その速度は非常に遅く

人間の場合は、半分の量になるのに約7年かかると言われて

います。

大村市の下水道は、昭和56年 4月から共用を

開始し、普及率では全国および長崎県を大きく

上まっており、大村湾の水質保全や快適な住環

境づくりなどに大きな役割を果たしています。

-浦埼こ毅1語ちつくりましd¥う
公共下水道(汚水管)が整備され、下水道処

理場で汚水を処理することができる地域を「処

理区域」といいます。公共下水道の使用ができ

るようになりますと、処理区域内のご家庭では、

汚水を直接公共下水道へ流すための 「排水設備J
をつく っていただきます。

-トイしめ木染fと(a~年以肉
公共下水道が完成し、お住まいの地域が処理

区域内になり ますと、くみ取り便所は公共下水

道が使用できる よう になった日から 3年以内に、

公共下水道に直接流す水洗トイレに改造しなけ

ればなりません。(下水道法第11条の 3) 

-21 

@夕、イオキシンは、どうやってできるの?

ダイオキシンは、炭素 -酸素-水素 塩素が

熱せられるような工程で発生します。

ダイオキシンの主な発生源は、家庭や事業所

からでるゴミを燃やす過程や金属精練の燃焼工

程やタバコの煙など様々なところから発生しま
す。しかし、その約8割は、家庭から出たゴミ

を燃やす過程で発生しています。

。私たちは、慨すればいいの?

ゴミの量が減れば、ダイオキシンの発生量が
減るので、塩化ビニール製品を含めて、ものを

大切に使うことやゴミの分別 リサイクルを進

めていくことが重要です。なかには、自宅でゴ
ミを燃やして清掃センターに出すのを減らすこ

とが、 ゴミを減らすことと勘違いされている人

もいるようですが、ゴミを減らすということは、

根本からゴミになるものを減らしたり 、使える

ものをリサイクルすることです。また、低温で

ゴミなどを燃やすとダイオキシンが発生しやす

くなるので、なるべく家庭用焼却炉では燃やさ

ずにごみの回収日に出しましょう。

「自分たちのまちは、 自分たちで守る」を合

言葉に、市民一人ひとりの力を合わせて、 この

美しく住み良い“おおむら"を守っていきまし

ょっ。

-様式こ誌編(a、遅滞獄く語審も
台所や浴場、洗濯などの汚水を道路の側溝や

水路に流 している場合、できるだけ早く公共下

水道に直接流す排水設備を設置しなければな り

ません。(下水道法第10条)

-浄化管{志、切り替う2ましd¥う
下水道の整備された地域の浄化槽は、廃止し

て汚水本管へ接続しなければなりません。

問い合わせ 下水道建設課(内線401)



市役所

ft53圃 4111(代表)

H
Z
勺

o
m
g〉
寸
H
O
Z

危
険
物
取
扱
書
試
験
案
内

大
村
消
防
署
(
包
②
4
1
3
8
)

種
類
甲
種
・
乙
種
(
全
類
)
・
丙
種

試
験
日
時
日
月
お
日
側
、
午
前
日
時

願
書
受
付
期
間

m月
5
日
開
l
v
m
日

制
※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。

-
老
人
作
ロ
∞
震
示
会

聞

大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

-

(包@
6
0
1
0
)

日
時

9
月
凶
日
同

l
ロ
日
出
、
午

前
9
時
j
午
後
4
時

会

場

福

祉

セ

ン
タ
ー
展
示
晶
子
芸
・
工
芸
・
絵

画
・
書
・
盆
栽
・
陶
芸
品
な
ど

お
子
様
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こ
と
で

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

予
ど
も
の
た
め
の

二
日
相
談
」
の
開
催

少
年
セ
ン
タ
ー

(岱

@
6
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0
5
)

日
時
日
月
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日
出
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午
前
日
時
i
午

後
4
時
場
所
市
教
育
の
館
(
旧
梶

山
御
殿
※
陸
上
競
技
場
裏
)

対
象
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
本
人
お

よ
び
保
護
者

圃
申
央
小
学
校

園
切
周
年
記
念
バ
ザ
ー

-

中
央
小
学
校
(
宮
③
2
0
4
6
)

中
央
小
学
校
日
周
年
を
記
念
し
て
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

9
月
日
日
側
、
午
前
日
時
j

場
所
中
央
小
学
校
体
育
館

平
成
叩
年
度

タ
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へ
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ば
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送
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う
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ま
ね
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(
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用
に
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っ
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ろ
ば
ん
の
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を

し
ま
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。

期
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ロ
月
白
日
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で

玉
で
お
桁
以
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の
も
の

規
格

4 
マコ

低
利
な
融
資
制
度

「
大
村
市
中
小
企
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振
興

資
金
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さ
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市
商
工
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内
線
2
4
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・
大

村
商
工
会
議
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⑮
4
2
2

2
)

・
市
内
銀
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お
よ
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信
用
金
庫

8
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1
日
か
ら
、
制
度
の
内
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が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

融
資
限
度
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1
、
5
0
0
万

円

融

資
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7
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以
内
(
う
ち
据
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1
年

以
内
)
融
資
利
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2

・

∞
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融
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市
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原
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一
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。
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せ

お

/
o
o
o
 

or 
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「エイプリルに恋してJ
メルヴィン・パージェス著

無一文で、親に捨てられ、川べり
の寒村にやってきた少年が、耳の不
自由な娘と出会う 。心ない噂が飛び
交う村で、二人のたどたどしい想い
はどこへゆく?1925年を舞台に思春

; 期の初恋を描くイギリスの小説。

ローズ・マリ の息子 (アイラ ・レヴィン著)/リミット (野沢
尚著)/蘭の影 (高樹のぶ子著)/幽霊のような子 (トリイ・ヘ
イデン著)/幻の女 (香納諒著)/ほくそ笑む人々 (曽野綾子著)
/パラダイス ピーチ (鳴海章著) /難風 (安部龍太郎著)/世
界の果ての氷 (口パ 卜・シーゲjレ著)/すっぴん魂力ッパ巻 (室
井滋著)/小説「聖書」新約篇 (ウォjレター ワンゲリン著)/
受精 (帯木蓬生著)/寂聴あおぞら説法 (瀬戸内寂聴著)/死の
病原体プリオン (リチヤード 口ーズ著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (包

エイプl)Jレに.

か:se!

FAX@2457) 



第

1
口

市
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ま
つ
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

(岱
③
1
3
7
6

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

9
月
四
日
出
、
午
後
4
時
1
8

時
(
午
後
3
時
受
付
開
始
)
※
雨
天
中

止

場

所

市

営

陸

上

競

技

場

参

加

費
軽
食
・
保
険
代
と
し
て

1
人
5
0

0
円
(
小
学
生
以
上
)
申
込
方
法

前
も
っ
て
入
場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

(
中
地
区
公
民
館
・
中
央
公
民
館
・
図
書

館
に
あ
り
ま
す
)

締
め
切
り

9
月
H
日
刊

門

H
A
句

O
見
区
〉
~
吋

H
0
2

男
予
・
女
予
競
艇
選
手
募
集

市役所

ft53・4111(代表)

間
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(包

@
6
1
9
4
)

資
格
①
年
齢
口
歳
以
上
幻
歳
未
満

の
男
女
※
昭
和
白
年
H
月
日
日
j
昭

和
問
年
日
月
日
日
ま
で
に
出
生
し
た
人

②
身
長

1
7
0
セ
ン
チ
以
下

③
体
重

男
子
:
-
U
キ
ロ
以
上
回
キ
ロ
以
下
、
女

子
・
:
必
キ
ロ
以
上
回
キ
ロ
以
下

④
視

力

裸

眼

で

両

眼

と

も

0
・
8
以
上

※
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用

不
可
・
色
盲
不
可

締
め
切
り
日
月
時
日
目

3
1
0
ア
ー
ト
教
室

古高
田島

岱
②

0
5
4
6

8
(⑫

4
2
5
2
 

あ
な
た
の
子
で
平
面
な
絵
が
立
体
的

に
生
ま
れ
変
わ
る
:
・
。
そ
の
楽
し
さ
を

い
っ
し
ょ
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
木
曜
日
、
午
前
日
時

l
正
午

(
9月
3
日
か
ら
月
2
回

)

場

所

シ

i
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
月
謝

2
、
0

0
0
円
(
材
料
費
別
)

「シ
i
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
落
成
記
念
一

第
お
ヨ

市
美
術
展
覧
会
作
品
募
集

文
化
課
(
内
線
3
6
9
)

部
門
・
出
品
点
数
洋
画
・
書
・
写
真

・:
1
人
1
点
、
日
本
画
・
デ
ザ
イ
ン
・

彫
塑
・
工
芸
・
:
l
人
2
点

以

内

※

自

作
、
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

出

品
手
数
料

1
点
1
、
0
0
0
円
(
高

校
生

5
0
0
円

)

展

覧

会

期

日

月

1
日
目

1
6
日
制

申
込
期
間
日
月
5
日
間

i
v
m
日
幽

平
成
山
年
度

地
球
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
作
昂
募
集

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
)

応
募
資
格
市
内
の
小
学
校

(
3
1
6

年
生
)
、
中
学
校
の
児
童
生
徒
応
募
点

数

1
人
1
点
(
画
用
紙
の
大
き
さ
は

4
つ
切
り
)
応
募
期
間

9
月
1
日

川

w
j

m
日
∞

応
募
先
市
環
境
保
全

課
(
字
1
8
5
6
8
6
8
6
玖
島

1
丁

目
お
番
地
)

第

7
ロ
ふ
る
さ
と
山
村
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
山
村
振
興
連
盟

「第

7
回
ふ

る
さ
と
山
村
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

係

」

干

1
0
0
0
0
1
4
東
京

都
千
代
田
区
永
田
町

1

日
ロ

全
国
町
村
会
館
西
館
3
階
(
岱

0

3
i
3
5
8
1
7
5
2
7
)
 

応
募
上
の
注
意

①
応
募
サ
イ
ズ
カ

ラ

l
プ
リ
ン
ト
4
つ
切
り
(
組
み
写
真

を
除
く
)

②
応
募
点
数
何
点
で
も

応
募
可
/
た
だ
し
未
発
表
作
に
限
る

そ
の
他
・
記
載
事
項
・
入
賞
作
品
の
版

権
・
フ
ィ
ル
ム
の
提
出
・
応
募
作
品
の

返
却
等
は
全
国
山
村
振
興
連
盟
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

9
月
初
日
同

(
消
印
有
効
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

宇
都
宮

(包

@
9
6
6
7
)

対
象
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
(
保
育

所
・
幼
稚
園
の
年
長
の
男
女
、
小
学
1

年
生
の
男
女
)
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
小

学
2
年
生
j

4
年
生
の
男
女
)
申
込

方
法
は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・
保
護

者
名
・
学
校
名
(
保
育
園
・
幼
稚

園
)
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
初
日
制

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
間
以

9
月
叩
日
閑

抽

選

日

9
月
叩
日
倒

午
前
叩
時
ぬ
分

i

入

居

日

叩
月
1
日
嗣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

す

。り

ま
す
な

り
で
異

な
宅
が

異
住
準

て
能
基

つ
可
入

よ
居
収

に
入
の

入
者
時

収
身
み

の
単
込

者
は
し

居
ト
申

入
一
は

び
パ

)

造
よ
ア
良

構
お
旭
改

火
宅
び
(

耐
住
よ
卜

層
居
お
一

中
入
宅
パ

一
は
住
ア

。

耐
賃
舟
松
す

中
家
岩
竹
ま

※
※
※
※
 

住宅名 戸数 間取り 構造 階

岩 舟 2 K 木造

旭 2 K 中耐4

?也 田 3 2K' 3DK 中耐4 4 

久原第2 2 3DK 中耐5 3 • 5 

植 本公 3DK 中耐3 2 

竹松(改良) 2 2 K 中耐4 3・4

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
付

9
月

1
日

ωl

申
込
期
間

9
月
8
日

ωi叩
日
同

抽
選
日

9
月
辺
日

ω

申
込
な
ら
び
に
用
紙
配
付
場
所

並
び
に
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社
大
村
事
務
所

東
三
城
町
6
1
1

(県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
2
階
)

(
宮

@
6
8
2
5
)

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ
ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
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~e.c PIプラザ

システム大村
(株)テεイー工ム・リサーチセンター

大村市協和町703-6

FAX0957一27-3067

./ 

全
叡室バソコシ|



市役所

ft53-4111 (代表)

第
持
団

長
崎
県
発
明
く
ふ
う
展

回
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
内
)
(
包
@
1
1
4
4
)

募
集
作
品

産
業
・
日
常
生
活
に
役
立

つ
有
益
な
発
明
・
考
案
な
ど

資
格

県
内
在
住
の
個
人
お
よ
び
中
小

企
業
の
発
明
、
考
案
者

募
集
期
間

9
月
1
日

ω
j初
日
側

第
同
国

防
災
ポ
ス
タ
ー
募
集

対
象 時 3協国
旧 '----'3力土
生 l係庁

ち l士 |努
喜1¥ . "-瓦 クえ

二 午 O局
小前 3防
学 101災
生 時 3調
-， I 5整

学午 9課
生 後 3普
の 5 1 及

.市
口にあてはまる数字を答えてください。

大村市長の任期満ゴの巴は10月15日です

ので、公職選挙法に従いその任期が終る前

30日以内に選挙を実施しなければなりません。

市議会議員の補欠選挙(現在のところ欠

員1名)とあわせて、 口月27日(日)に大村

市長選挙が行われる予定となっています。

~ 
部
(
中
学
生

・
高
校
生
)
、

一
般
ア
マ
チ

ュ
ア
の
部
(
児
童
・
学
生
以
外
の
人
)
、

一
般
プ
ロ
の
部
(
デ
ザ
イ
ン
等
関
連
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人
)

応
募
作
品

「防
災
」
を
テ
l
マ
と
し
た
作
品

応
募

締

切

日

月
初
日

ω
(当日
清
印
有
効
)

大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
各
種
講
座
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム(

宮

@
1
3
5
3

期
日
(
講
座
名
)

月
曜
日
(
料
理
・

卓
球

・
華
道
)
、
火
曜
日
(
茶
道

・
華
道
)
、

水
曜
日
(
茶
道
・
華
道

・
ぺ
ン
習
字
)
、

木
曜
日
(
茶
道

・
華
道

・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
着
物
着
付
)
、
金

曜
日

(ア

l
ト
フ
ラ
ワ
ー

・
英
会
話
)

お
も
て

声。一
回

玖
島
1
丁
目
お
番
地

阿
国

一
円
H
U
一

同町

市
選
挙
管
理
委
員
会

固

事
務
局

阿
国同〕

句つ、りクイ ズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

応募締切 9月20日(日)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発迭をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (7月号の正解/3)

時
間

午
後
7
時
j
8
時

印

分

月

3

回

利
用
で
き
る
人

市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
す
る
初
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年

受
講
料

無
料
(
材
料
費
は
実

費
)
※
受
講
生
相
互
の
親
睦
の
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
交
流

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

-zr-()万
三
〉
戸
-
』

C
Z

第

6
ロ

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
ォ
i
ク

ラ
リ
!
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

日
時

日
月
M
日
回
、
午
後
6
時
却
分

ス
タ
ー
ト

対
象

健
康
な
人
、

学
童

は
保
護
者
同

伴

定

員

先
着
1
、
0

0
0
人

コ
l
ス

陸
上
競
技
場
↓
仏

舎
利
塔
↓
陸
上
競
技
場
(
約
日
キ
ロ
)

参
加
料

1
人
5
0
0
円
(
保
険
料
を

含
み
ま
す
)
※
当
日
徴
収
し
ま
す
の
で

釣
銭
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
キ

ャ
ン

セ
ル
は
保
険
の
関
係
上
、

日
月
9

日
幽

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・

年
齢

・
電
話
番
号
を
正
確
に
記
入
し
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
〒
8
5
6
8
6

8
6

玖
島
1
丁
目
お

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

申
込
期
限

目
月
2
日
制

市
教
育
委
員

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者

募
集

大
村
山
岳
会

池
宮 野
@ 

8 
5 
4 

日
時

9
月
初
日
目

※
雨
天
の
場
合

は
中
止

目
的
地

普
賢
岳

集
合

地

市
役
所
玄
関
前
午
前
8
時
集
合

参
加
費

1
人
大
人
2
、
0
0
0
円、

子
供
1
、
5
0
0
円
(
保
険
料
を
含
み

ま
す
)

服
装

軽
登
山
の
服
装
(
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子

・
軍
手

・
運
動

靴
か
登
山
靴
)

携
行
品

弁
当
・
水

筒

申
込
期
限

9
月
日
日
田

み
ん
な
で
歩
こ
う

mm
多
良
火
山
火
口
壁
ウ
オ

ー
ク

観
光
課
(
内
線
2
4
2
)

日
時

日
月
日
日
間
、
午
前
9
時
加
分

※
雨
天
順
延
叩
月
時
日

資
格

健
康

で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
(
日
歳
未
満

の
人
は
保
護
者
の
同
意
書
、
日
歳
未
満

の
人
は
保
護
者
の
同
伴
お
よ
び
同
意
書

が
必
要
で
す
)

内
容

A
コ
l
ス

(
多
良
岳
)
、

B
コ
l
ス
(
五
家
原
岳
)
、

C
コ
l
ス
(
経
ヶ
岳
)

参
加
料

1
、

0
0
0
円
(
保
険
料

・
参
加
賞
を
含
み

ま
す
)

定
員

1
2
0
人

申
込
期
限
日
月
7
日
附

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

9目23日，~不動産ø日

省~~8•• 1 

-24-

第8回 'ー，....，
ハトマーク杯 、ど》さ九バレーボ-/L六会

海上自衛隊大村航空基地体育館
日時/平成10年9月23日1祝l午前8:30分より

陸上自衛隊竹松駐屯地体育館

不動産無料相談会同時開催! 設長崎県宅地建物取引業協会大村支部
宅建協会大村支部事務I'lr 大村市杭出津2丁目697ー4 TEL/53-3614 

私たちは、このハトマークを胸に誇りと自信をもって、大村市の新しいまちづくりに貢献していますョ



ω月
℃
日

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
内
線
3
6
6

場
所
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
:
市
営
野
球

場
・
補
助
グ
ラ
ン
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

:
・
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
(
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
)
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
:
・体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
(
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
)
、
ゲ
1
ト
ボ

ー
ル
・
:
ふ
れ
あ
い
健
康
広
場
(
市
立
病

院
跡
地
)
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
:
・
市
営

陸
上
競
技
場

申
込
期
限

9
月

μ
日
嗣

社
会
人
初
。
者
水
泳
教
室

水
泳
連
盟
事
務
局

(包

@
3
8
4
2

期
日

9
月
初
日
制

j

H
月
8
日
間

、

毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時
1
7
時
初
分

場
所
屋
内
プ

l
ル

定

員

初

人

程

度

指

導

員

水

泳

連

盟

指

導

員

参

加

料

プ

l
ル
入
場
料
金

市役所

ft53・4111(代表)

原
因

(岱

@
4
2
3
8
)

健
康
ウ
ォ

i
ク
会
員
募
集

月
2
回
、
約
叩
キ
ロ
の
野
道
を
早
足

グ
ル
ー
プ
と
ゆ
っ
く
り
足
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
無
理
し
な
い
よ
う
に
し
て
歩

き
ま
す
。

入
会
金

3
、

通
信
費
な
ど
)

0 
0 
0 
円

(
保
険
料
・

ク
ラ
イ
ミ
ン
ク
教
室
を
開

催
し
ま
す

大
村
市
振
興
公
社

(包
⑫
7
2
0
0
)

初
心
者
の
た
め
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教

室
を
大
村
市
山
岳
会
の
協
力
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
初
心

者
だ
け
で
は
で
き
な

い
た
め
、
施
設
や

道
具
の
正
し
い
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し

て
安
全
で
楽
し

い
技
術
を
身
に
つ
け
て

も
ら
い
ま
す
。

開
催
日
毎
週
水
曜
日
、
午
後
6
時
1

9
時

場

所

体

育

文

化

セ

ン

タ

ー

定

員

毎

回

5
人
程
度
(
要
予
約
)

受
講
料

2
、

0
0
0
円

(
4
回
分
お

よ
び
テ
キ
ス
ト
代
)

闇
市
民
野
球
大
会

.

野
球
協
会

津
田
(
内
線
3
7
5
)

期

日

目

月

4
目
的

会
場
市
営
野

球

場

チ

i
ム
編
成
町
内
単
位
ま
た

は
職
域
、
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会
登
録

選
手
は

1
チ
1
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き

ま

す

)

参

加

料

5
、
0
0
0
円

申
込
期
限

9
月
お
日
幽

代
表
者
会

議
・
抽
選
会

9
月
初
日

ω、
午
後
6

時
か
ら
野
球
場
本
部
席

がんばっています!

パi
T

全日本少年武道(剣道)練成大会出場 (7/22)
大村市剣道協会・微神堂チーム

九州中学校体育大会・全国中学校体育大会出場 (8/3)
西大村中 (陸上)、桜が原中 (野球)、
玖島中 (剣道)、 郡中 (バレーボール男・女、剣道)

第13回九州小学生体操大会出場 (7/28)
五通さん、平野さん、喜田さん (右から )

ボーイスカ ウト第12回日本ジャンボリー参加

残~tlS区画j

大村市役所内 E 

大村市土地開発公社 l

.名称/シ サイドよざき・所在地/長崎県大村市久原 2丁目地内.

交通/国立病院入口バス停徒歩 5分・用途区分/第 11重住居地域.建
分 |ベイ率/60%・容積率/2∞%e総区画数/臨画・今回販売区画数

1/5区画・分譲面積/230.31ぱ (1区画)~304.61 ni ( 1区画)e最多販

宣釜|売価格帯/1，500万円台(4区画)・設備/上水道(大村市上水道)下水
一，、|道(大村市公共下水道)・ガス(都市ガス)

銀事|・広告有効期限平成10年12月31日

長|………… 同条件]…………
|建築条件 宅地引渡し日から 2年以内に着工、 3年以内に住宅の
l 建築を完了 し速やかに居住して下さ い。

別に定める建築協定を守って下さ い。

'98桜島・錦江湾横断遠泳大会出場 (7/31)
ウォ ーターメイツスイムク ラブ長崎チーム

25 



市役所

ft53・4111(代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
江
崎
利
夫
(
大
川

田
町
)

5
万
円
V
開
田
霧
子
(
中
岳
町
)

金

一
封
V
松
尾
秋
好
(
松
原
本
町
)
金

一封
V
一
瀬
征
夫

(
鬼
橋
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
毛
利
惜

し子
(
諏

訪
1
丁
目
)
日
万
円
V

一
瀬
書
(
池
田

1
丁
目
)
金

一
封
V
楠
本
司
(
武
部
町
)

日
万
円
V
吉
田
千
加
代
(
大
川
田
町
)

3
万
円
V
毎
熊
利
幸
(
諌
早
市
川
内
町
)

3
万
円

鈴
田
小
学
校
へ

V
上
野
信
子
(
中
里
町
)

5
万
円

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
山
下
精
八
郎

(
上
諏
訪
町
)
日
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
ヘ

V
福
嶋
房
利

(
松
原
1
丁
目
)
却
万
円

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

V

山
下
精
八
郎
(
上
諏
訪
町
)
日
万
円
V

楠
本
司
(
武
部
町
)
5
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

1

ト
大
村
駅
前
庖
(
東
三
城
町
)

5
万
4
、

7
8
4
円

鈴
田
小
学
校
へ

V
鈴
団
地
区
婦
人
会
H

ぞ
う
き
ん

三
浦
小
学
校
へ

V
中
山
新

一
郎
(
上
諏

訪
町
)
外
庭
用
木
製
ベ
ン
チ

大
村
小
学
校
へ

V
九
州
ジ
ャ
ス

コ
術
大

村
庖
H
テ
ン
ト

三
城
小
学
校
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営

業
所
H
植
木
・
花
の
種

清
和
国
へ

V
親
奉
会
H
理
容
奉
仕
(
森

安
太
郎
・
松
尾
謙
・
末
永
辰
夫
・
小
下

一
義
)

V
大
村
市
遊
技
場
組
合
H

お
し

ぼ
り

慈
恵
荘
ヘ

V
長
崎
き
の
こ
H

し
め
じ
V

永
測
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う

V
為
永
造
花

庖
H
精
霊
船
V
山
崎
佳
子
(
諌
早
市
栗

面

町

)

介

護

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

V

高
稲
凱
紀
(
諌
早
市
栄
田
町
)
理
髪
奉

仕
V
岩
本
進
(
植
松
3
丁
目
)
叩
万
円

V
楠
本
司
(
武
部
町
)
5
万
円

泉
の
里
ヘ

V
大
村
市
古
賀
島
キ
リ
ス
ト

教
会
ブ
ド
ウ
の
会
H
奉
仕
V
登
貴
和
木

会
H
奉
仕
V
須
田
ノ
木
老
春
ク
ラ
ブ
H

奉
仕
V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
長
崎

き
の
こ
H

し
め
じ

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
九
州
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協

会
リ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

V

つ
く
も
食

品
H
納
豆
V
大
村
市
遊
魚
組
合
H
釣
り

招
待
・
パ
ン
・
牛
乳
V
谷
本
康
子
ほ
か

(
杭
出
津
2
丁
目
)
ジ
ュ
ー
ス
・
花
火

大
村
パ
i
ル
ハ
イ
ム
へ

V
硯
友
会
U
2

万
円
V
側
平
山
組
H
車
い
す
専
用
駐
車

場
補
修

宝
樹
苑
へ

V
田
中
工
務
庖
隔
H
詩
吟
譜

面
台

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ
V
野
口
ハ
ツ
(
東
大

村
1
丁
目
)
歌
・
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
立
石
鶴
松
(
古
賀
島
町
)
し
め
じ
V

J

A
葵
の
会
H
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V

西
馬
忠
太
郎
(
水
田
町
)
ス
イ
カ

光
と
緑
の
菌
へ

V
人
形
劇
ゆ
で
ピ

l
H

人
形
劇
V
か
と
う
ア
l
ト
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
バ
レ
!
日
バ
レ

1
観
賞
招
待
V
お
話

し
の
会
H
本
読
み
聞
か
せ
V
向
陽
高
校

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
H

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
大
村
高
校
J
R
C
部
H
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
V
ヘ
ア
メ
イ
ク

2
M
H
理
容
奉
仕

V
大
村
市
遊
魚
組
合
H
釣
り
招
待
V
黒

木
医
院
H
図
書
5
万
円
V
海
上
自
衛
隊

大
村
航
空
基
地
上
曹
会
H
除
草
作
業
V

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
曹
友
会
H
除
草

作
業

V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
曹
友

会
H
除
草
作
業
V
天
理
教
婦
人
部
H
繕

.い
物
奉
仕
V
溝
上
熊
夫
(
諏
訪
2
丁
目
)

金

一
封

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
ヘ

V
楠
本
司
(
武
部

町
)

5
万
円
V
あ
じ
さ
い
会
H
舞
踊
慰

問
・
ヤ
ク
ル
ト
V
大
村
吟
詠
会
日
詩
吟

指
導
V
芳
文
美

(
玖
島
2
丁
目
)
民
踊

指
導
V
鹿
山
恭
子
(
久
原
2
丁
目
)
折

り
紙
指
導
V
松
尾
秀
子
(
諌
早
市
高
城

町
)
子
芸
材
料

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ

V
藤
井
ス
ナ
子

(
久
原

1
丁
目
)
農
園
芸
作
業

V

河
野
祥
枝
(
幸
町
)
縫
製
作
業
V
吉
野

直
道
(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
)
農
園
芸

作
業
V
岩
永
康
成
(
富
の
原
2
丁
目
)

農
園
芸
作
業
V
高
月
茂
子
(
桜
馬
場
)

縫
製
作
業
V
田
村
春
義
(
桜
馬
場
2
丁

目
)
タ
オ
ル
V
尾
崎
リ
ツ
(
古
町
2
丁

目
)
椿

不
法
捜
索
禁
止
看
板
を
寄
贈

環
境
美
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
き
れ
い

な
ま
ち
愉つ
く
り
に
協
力
し
よ
う
と
肘
長
崎
県

産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部
か
ら
、
市
へ

「
不
法
投
棄
禁
止
看
板
」

2
基
が
寄
贈
さ
れ
、

松
並
公
園
前
バ
ス
停
(
松
並
2
丁
目
)
と
中

岳
町
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

松並公園前バス停に設置された
「不法投棄禁止看板」

で電岩
8工松
月大駅
5村前
日営の
に業楠
行所木
わのの
れ皆せ
まさん
しん定
たのが
。協側

力九

せん定作業中の職員の皆さん

すっきりなりました

女1 日 ~6 日

日本財団会長杯争奪戦競走

9月の競艇

*12 日 ~17 日 GI海の王者決定戦

開設46周年記念競走

女23 日 ~28 日 酉スポ杯ー事奪

オータムカ ップ競走ル(進入固定")

-26-

記念撮影~ r、
証両写真監事司 I~日お車でどうぞ、
出張撮影 、ゆ， ~



9月の健康カレジヲー

〆

、，i
 

乳幼児すくすく健康相談 福重出張所

1伏5日) 
当番医

1(火日) 
⑧13:30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ (外・胃)田崎医院 古町1丁目 fi@1234 
ト渡し 育児相談身長体重測定 (眼) いわさき眼科医院本町 E⑫3435 

リハビリ教室 ?根気の会j 福祉センター集合

1(6水日) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級(7)~ 

10:00 ⑮ぶどう狩り 中地区公民館 13:30-16:00 

2(水日) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級 (5 ) ~ ⑮母子健康手帳・スラックス

中地区公民館 13:30-16:00 
⑮母子健康手帳 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45

1歳6か月児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)1(7木日) 

3(木日) 
⑧13:00-13:30 ⑮平成9年2月生まれ(平成8年9 リハビ 1)教室 「根気の会j 福祉センター集合

月-9年1月生まれでまだ受けていない人も受診し 9:00 ⑮ リハビリ交流会(東彼杵町)

てください。) ⑮母子健康子帳・問診票・タオル・

1(8金日) 母子共現在使用中の歯ブラシ
成人の健康相談 福祉センター

4(金日) 
13:00-15:00 ⑮⑮は4日と同様

成人の健康相談 福祉センター

1(9土日) 13:00-15:00 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定 耳とことば、の相談 福祉センタ- 13:00-15:00 

当番医

6(日日) (内・消)南野内科診療所 東三城町 fi@3731 

2(0日日) 
当番医

(外) 松尾外科医院 東本町 2⑫3331 (内・外)渡辺医院 松原1丁目 宮⑮8275
(脳) 伊崎脳神経外科 東本町 fi~4230 

7(月B) 
一般健康相談 市役所健康相談室

13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養 健康よろ ず相談 竹松出張所

相談ほか 13:30-15:30 ⑮血圧、コレステロール・貧血・

乳幼児すくす く健康相談 福祉センター 2伺1日) 肥満など気になる方・介護面の相談(訪問指導・

⑧9:30-11 :00 ⑮3-4か月児(離身(神乳長経食体芽教重)室測の検定ー育査小児セ相児ソ談がトん渡し) 

市訪問リハビリ・リハビリ教室・保健福祉サービ

8(火日) 
スについての相談合む)健診結果説明・体脂肪測

⑧13:30-15:00⑮10か月児以上(聾掛持号 ) 定 ⑮健康子帳

⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガー

2(2火日) 
乳幼児すくすく健康相談 鈴田出張所

ゼがあれば持参くださ い ②9:30-11:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セ ッ

3歳児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内) ト渡し 身長体重測定育児相談

1(0木日) 
⑧13: 00-13 :30 ⑮平成7年3月生まれ(平成6年10

2(3水日) 
当番医

月一7年2月生まれでまだ受けていない人も受診し
(内-小)与那城医院 池田新町 fi@5575 

てくださ pJ ⑮母子健康手帳問診票子供用
(皮・泌)黒木医院 西大村本町宮⑪0211

歯ブラシ

2(4木日) 3歳児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内) 1歳6か月 児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)

⑧13:00-13:30 ⑮⑮は10日と同様
⑧13:00-13:30 ⑨⑮は3日と同様

1(1金日) マタ二ティースクール ~明日の親のための学級 (6 ) ~ 2(5金日) 1歳6か月 児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)

夜の部 7お父さん出番ですよPART-2J ⑧13:00-13:30 ⑮⑮は3日と同様

中地区公民館 18: 30-20: 00 
当番医

⑮父親一赤ち ゃん人形での沫浴実習 2(7日日) (内) 近藤医院 東本町 岱⑭1166

1(3日日) 
当番医 (眼) うみの星眼科 竹 松 本 町 宮@4040
(内-小)松井医院 久原2丁目 fi@6624 

2(8月日) ことば、の教室 市役所大会議室(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 fi@4330 

ことば、の教室 市役所第9会議室
9:30-16:00 ⑮⑮については14日と同様

1(4月日) 9:30-16:00 (初めての方は、健康増進課まで電話 略号の説明 ⑨…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

で申し込んでくださ po) ⑮母子健康手帳 ⑧…持ってくるもの

⑮ ことばの発達が気になる幼児 当番医の診療時間 9:00-18:00 

9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3
期
)
の
納
期
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

平成11年1附全国郵貯AT問携します ト ー

トー
生活設計の悩み事。けんみんの
ファイナンシャルブpランナ一lにここ

τ交詰こごF加入には簡単な審査がこごcざいます

大村市古町2丁目517-1 TEL0120-0892-54 
大村市富の原2丁目355・4 TEL0120-0892-53 

けんみんは362日営業しています

... 1.プんふんベテランズ己クラブJウ-Fff
‘・y 安定期ならけんみん ~~_J ~M~，v ( 
司__  ，e 豊かさ・お金のこと何ても相談 L 
戸時盟之女ローンセットで安心便利 f 
F斗司 必要なときに全国の金融機関 〔
¥中 ATMでローンをご利用ができます

(~ ~ ~、女お楽しみ唱IJ引サービス
人人十二J 健康ランド・温泉・食事の割引

大村支庖 干856-0822
富の原出張所 〒856-0806

-27-



わ
が
ま
ち
自
慢

郡
川
下
流
の
田
園
地
帯
か
ら

野
岳
に
向
か
う
丘
陵
地

一
帯
に

広
が
る
福
重
地
区
。
こ
の
地
区

で
は
、
今
「
フ
ル
ー
ツ
の
里
・

ふ
く
し
げ
」
と
し
て
、
な
し
ゃ

ぶ
ど
う
狩
り
が
楽
し
め
る
季
節

を
迎
え
て
い
ま
す
。

ロ
年
前
に
発
足
し
た
「
J

A

大
村
市
観
光
農
業
振
興
協
議
会
」

(代
表
者
山
添
満
俊
さ
ん
他
口

名
)
が
主
体
と
な

っ
て
、
な
し

ゃ
ぶ
ど
う
の
も
ぎ
取
り
を
体
験

で
き
る
観
光
農
業
を
盛
ん
に
進

め
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
"
福
重
の
な
し
大

多
武
の
く
り
‘
と
言
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
、
な
し
は
戦
前
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

な
し
は
約
6
h
a
、
ぶ
ど
う
は

約
3
h

a
で
栽
培
さ
れ
、
そ
の

• 
再
発
見

f

加

j
m
%
が
、
観
光
農
園
や
直

売
、
地
方
発
送
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
外
観

を
重
視
し
て
い
た
が
、
今
は
昧

の
方
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
「消
費
者
の
顔
が
見
え
る
。

今
年
来
た
お
客
さ
ん
が
"
お
い

し
い
‘
と
言

っ
て
ま
た
来
年
も

来
て
く
れ
る
。」
な
じ
み
の
お
客

さ
ん
ん
も
多
く
、
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
「
な
し
は
い
っ
と
る
っ

と
か
ね
」
と
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。

山
添
さ
ん
は
、

高
校
卒
業
後
、

落
葉
果
樹
を

2
年
間
専
門
に
学

び
、
父
の
後
を
継
ぎ
就
農
。
米

や
み
か
ん
も
栽
培
す
る
専
業
農

家
だ
が
、
病
害
虫
か
ら
な
し
を

守
り
、

表
面
を
き
れ

い
に
す
る

た
め
に
袋
か
け
を
す
る

4
月
か

山添さん宅のなし園代表者

ー
シ
リ
ー
ズ

ω
:

ら
5
月
頃
が

一
年
で

一
番
忙
し

い
そ
う
で
す
。
袋
か
け
は
労
力

の
必
要
な
作
業
で
、
「
以
前
は
人

を
雇

っ
て
い
た
が
、
そ
の
人
達

も
老
齢
化
し
そ
の
人
数
も
少
な

く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

品
種
が
青
な
し
(
却
世
紀
な
ど
)

か
ら
無
袋
栽
培
の
で
き
る
赤
な

し
(
豊
水

・
幸
水
な
ど
)
に
変

わ
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
作
業
も

随
分
楽
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
観
光
農
園
の
時
期

が
夏
場
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め

周
年
型
の
観
光
農
業
を
進
め
、

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
な

が
ら
、
体
験
農
業

(
も
ぎ
取
り
)

に
よ

っ
て
労
力
を
減
ら
し
効
率

的
な
農
業
経
営
を
行
い
た
い
と

夢
は
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
ぜ

ひ
二
度
「
フ
ル
ー
ツ
の
里
・
ふ

く
し
げ
」
を
訪
ず
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。

J 

ヲ月のNゆ84D
企ノ

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行っ て
います。お気軽にご相談ください。
※4月より法律相談が第1、第3水曜日になりました。 FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 

日時毎週土曜日午前8時55分"'9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

2日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

3日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

10日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

16日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

22日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

24日(木) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

25日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 
熱い熱い夏の祭典、おおむら夏越まつりの取材に力メラを3日間かかえ走り

回った。花火や太鼓、 E語りと撮りまくり、出来映えはどうかなワと思いつつ、

ああ とため患が出る出来上がり。まだまだ修業が足りないと考えながら今日

も力メラ片手に取材に出かけるのです。 (辺)

シーハットのスポ ツクライミングを体験してみた。高いところは平気なは

ずだったのに、中段を越えて下を見てみると足が震えてしまった。「もう降ろ

して~J と言ってはみたが、下から「もうちょっとがんばってみんですか」の
声にふんばってみた。 安全ぺjレ卜があるものの、気を緩めると落ちてしまう。

ほんとに恐かった。歯を食いしばり、集中する。腕の筋肉もパンパンになりな

がら頂上まで登った。こんなに集中したのは、久しぶリだった。終わった後の

疲れが心地よい。ただ、足の震えを悟られないようにするのが情けなかった。

ぽんの数分が1時間ぐらいの運動をしたようだ。病み付きになりそうで恐い。

が、すでに専用のクツを買う気でいる。 (樹)

夜、たまに星空を見上げることがある。その時いつも、北の空に見える北斗

七星を探している。そして1 2 3 七つの塁を数えている。何気なく、

自分だけが無意識にやっていることだと思っていたら、同じ様なことをしてい

る人がいるのをある雑誌て・知った。“星空を眺めるとそのたびに北斗七星を探

している。雲などに隠されてその姿が完全に見えない時は、伺か物足りない。

それだけ愛着をもってしまったようだ。"偶然読んだ記事だったが、妙仁親近

感を覚えてしまった。今夜、どこかで誰か探しているかもしれないな。 (あ)

J 

毎月 1回発行

発行/大村市

〒856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地

TEL0957 -53-4111 (代)

http ://www.us1.nagasaki -noc . ne . jp/~oomura 

編集/秘書広報課

印刷/第一印刷株式会社

広告代理屈/株式会社大村国際交流センタ ー

※法律杷談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。 (電話での受け付けはいたしません)

山
園
国

跡
困
園

、ノ
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